


慶長７年、備中出身の安原伝兵衛が夢のお告げで発見したと言われる間歩。
石見銀の産銀量を飛躍的に増やし、運上銀3600貫（13.5t）を納めた功績により、

翌８年、徳川家康より御目見を許され、辻ヶ花染丁字文胴服と「備中」という名を
拝領する。平成15年度の発掘調査において岩盤を加工したテラス（平坦地）や坑道、
テラスをつなぐ階段などが発見された。

平
成
十
八
年
度
通
常
総
会
開
催
･････････････････････････････････････････････
1

�
石
見
大
田
法
人
会
役
員
名
簿
･････････････････････････････････････････････
2

着
任
の
ご
あ
い
さ
つ
･･････････････････････････････････････････････････････
3

国
税
局
人
事
異
動
･････････････････････････････････････････････････････････
3

重
要
文
化
財
熊
谷
家
住
宅
･････････････････････････････････････････････････
4

平
成
十
八
年
度
税
制
改
正
の
あ
ら
ま
し
･･･････････････････････････････････････
6

知
っ
て
お
き
た
い
税
務
「
受
贈
益
に
つ
い
て
」
･････････････････････････････････
10

税
務
処
理
に
お
け
る
誤
り
易
い
事
例
･････････････････････････････････････････
11

企
業
訪
問
〈
原
醤
油
有
限
会
社
〉
････････････････････････････････････････････
12

質
問
コ
ー
ナ
ー
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
制
作
費
の
取
扱
い
」
････････････････････････
16

電
子
申
告
で
ビ
ジ
ネ
ス
快
速
！
「
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
」･･･････････････････････････････
17

第
四
十
二
回
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
･････････････････････････････････････････
18

詰
碁
問
題
････････････････････････････････････････････････････････････････
18

地
域
社
会
貢
献
活
動
「
大
田
市
駅
構
内
に
観
光
案
内
板
を
設
置
」
･････････････････
19

石
見
大
田
法
人
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
！
･････････････････････････
19

未
来
へ
引
き
継
ぐ
石
見
銀
山
―
世
界
遺
産
へ
の
歩
み
�

―
････････････････････
20

法
人
会
の
ご
案
内
･････････････････････････････････････････････････････････
24

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ァ
ミ
リ
ー
生
命
保
険
会
社
････････････････････････････････････
25

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社
･･････････････････････････････････････････････････
26

税
の
こ
ぼ
れ
話
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
･･････････････････････････････････････････
28

詰
碁
解
答
････････････････････････････････････････････････････････････････
28

編
集
後
記
････････････････････････････････････････････････････････････････
28

目　　　　次

石見銀山遺跡 釜屋間歩



－ 1 －

平
成
十
八
年
度
通
常
総
会

は
、
去
る
五
月
三
十
一
日

「
大
田
商
工
会
議
所
」
に
於

い
て
会
員
多
数
の
出
席
の
も

と
に
開
催
致
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
石
見
大
田
税
務

署
林
署
長
他
多
数
の
来
賓
を

お
迎
え
し
て
盛
会
に
開
催
さ

れ
、
的
場
会
長
の
事
業
活
動

の
ご
協
力
に
対
し
て
の
お
礼

の
挨
拶
の
後
、
議
事
に
入
っ

て
い
き
ま
し
た
。

一
号
議
案
、
平
成
十
七
年

度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決

算
承
認
の
件
。

二
号
議
案
、
平
成
十
八
年

度
事
業
計
画
案
並
び
に
収
支

予
算
案
承
認
の
件
。

三
号
議
案
、
理
事
・
監
事

選
出
の
件
。

理
　
事
　
細
　
田
　
年
　
成

〃
　
　
山
　
内
　
要
　
次

監
　
事
　
福
　
田
　
弘
　
吉

以
上
の
方
が
新
た
に
就
任

さ
れ
、
三
議
案
に
つ
き
審
議

を
行
い
、
全
議
案
満
場
一
致

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
十
八
年
度

通
常
総
会
開
催

平成１７年度（第１８期）収支決算書
自　平成17年４月１日
至　平成18年３月31日収入の部

支出の部

科　　　　目 予算額 決算額 増　減△ 摘　要
1.会 費 6,515,000 6,290,000 △ 225,000

1)一 般 会 費 6,300,000 6,100,000 △ 200,000
2)青年部会費 215,000 190,000 △ 25,000 @5,000円

2.事業費補助金 4,450,000 4,915,220 465,220 全・県法連助成
3.社会貢献補助金 0 300,000 300,000
4.事 業 収 入 180,000 165,000 △ 15,000 ゴルフコンペ参加料外
5.雑 収 入 120,812 51,360 △ 69,452 預金利息他
当期収入合計� 11,265,812 11,721,580 455,768
前期繰越収支差額 4,234,188 4,234,188 0 前年度繰越
収 入 合 計 � 15,500,000 15,955,768 455,768

科　　　　目 予算額 決算額 増　減△ 摘　要
1.事 業 費 6,100,000 5,664,495 △ 435,505

研修・講習会等費 4,000,000 3,920,798 △ 79,202 経済講演会・税ミナール外
社会貢献活動費 0 400,000 400,000 観光案内看板製作外
会 報 発 行 費 700,000 204,250 △ 495,750

女性会活動費 300,000 240,350 △ 59,650 婦人部事業費
青 年 部 活 動 費 1,100,000 899,097 △ 200,903 青年部事業費

2.会 議 費 1,600,000 1,016,774 △ 583,226

総 会 費 600,000 349,934 △ 250,066 総会
役 員 会 費 400,000 268,330 △ 131,670 役員会
委 員 会 費 600,000 398,510 △ 201,490 委員会開催費

3.管 理 費 4,400,000 3,886,712 △ 513,288

人 件 費 2,500,000 2,500,000 0 人件費
事 務 局 費 600,000 314,028 △ 285,972 通信費、消耗品費
渉 外 費 200,000 89,602 △ 110,398 慶弔費外
旅 費 350,000 314,390 △ 35,610 出張旅費
負 担 金 600,000 599,400 △ 600 県法連、税団協等
租 税 公 課 80,000 60,000 △ 20,000 法人県市民税
雑 費 70,000 9,292 △ 60,708

4.積 立 金 500,000 500,000 0

記 念 行 事 500,000 500,000 0 記念行事積立金
5.予 備 費 2,900,000 0 △2,900,000

当期支出合計� 15,500,000 11,067,981 △4,432,019

当期収支差額�－� △4,234,188 653,599 4,887,787

次期繰越収支差額�－� 0 4,887,787 4,887,787

平成１８年度（第１９期）収支予算書
自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日収入の部

支出の部

科　　　　目 本年度予算額 前年度予算額 増　減△ 摘　要
1.会 費 6,400,000 6,515,000 △ 115,000 会費

1)一 般 会 費 6,200,000 6,300,000 △ 100,000

2)青年部会費 200,000 215,000 △ 15,000

2.事業費補助金 4,650,000 4,450,000 200,000 全・県法連助成金
3.事 業 収 入 100,000 180,000 △ 80,000 ゴルフコンペ参加料外

4.雑 収 入 62,213 120,812 △ 58,599 預金利息等
当期収入合計� 11,212,213 11,265,812 △ 53,599

前期繰越収支差額 4,887,787 4,234,188 653,599

収 入 合 計 � 16,100,000 15,500,000 600,000

科　　　　目 本年度予算額 前年度予算額 増　減△ 摘　要
1.事 業 費 6,600,000 6,100,000 500,000

研修・講習会等費 4,200,000 4,000,000 200,000
税ミナール・経済講演
会・講習会・資料配付他

会 報 発 行 費 700,000 700,000 0 会報発行
女 性 会 活 動 費 500,000 300,000 200,000 婦人部事業費
青 年 部 活 動 費 1,200,000 1,100,000 100,000 青年部事業費

2.会 議 費 1,600,000 1,600,000 0

総 会 費 600,000 600,000 0 総会費
役 員 会 費 400,000 400,000 0 役員会費
委 員 会 費 600,000 600,000 0 委員会開催費

3.管 理 費 4,400,000 4,400,000 0

人 件 費 2,500,000 2,500,000 0 人件費
事 務 局 費 600,000 600,000 0 通信費、消耗品費
渉 外 費 200,000 200,000 0 慶弔費
旅 費 350,000 350,000 0 出張旅費
負 担 金 600,000 600,000 0 県法連、税団協
租 税 公 課 80,000 80,000 0 租税公課
雑 費 70,000 70,000 0 雑費

4.積 立 金 500,000 500,000 0

記 念 行 事 500,000 500,000 0 記念行事積立金
5.予 備 費 3,000,000 2,900,000 100,000

当期支出合計� 16,100,000 15,000,000 600,000

当期収支差額�－� △4,887,787 △4,234,188 △ 653,599

次期繰越収支差額�－� 0 0 0
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（社）石見大田法人会役員名簿
役　職 事 業 所 名 氏　　名 住　所
顧　　問 大 田 商 工 会 議 所 会 頭 寺　戸　隆　文 大　田
会　　長 島 根 中 央 信 用 金 庫 的　場　章　好 大　田
副 会 長 �　た 　 け 　 は 　 ら 竹　原　鐵太郎 大　田
〃 �　小 　 川 　 商 　 店 小　川　良　知 温泉津

専務理事 大 田 商 工 会 議 所 栂　　　恒　雄 大　田
常任理事 中国税理士会石見大田支部長 勝　部　幸　吉 波　根
〃 �　森 　 � 　 窯 　 業 森　� 璋 温泉津
〃 �　藤 間 要 二 郎 本 店 藤　間　要二郎 仁　摩
〃 大 田 マ ル ヰ　� 石　田　弘　行 静　間
〃 �　俵 　 建 　 設 俵　　　　　隆 大　田
〃 石 見 銀 山 農 業　� 廣　山　勝　秀 長　久
〃 東 和 建 設 工 業　� 波多野　　　諭 大　田
〃 森 　 田 　 製 　 菓　� 森　田　博　久 長　久

理　　事 �　和 　 田 　 食 　 品 和　田　　　正 大　田
〃 石 州 水 上 産 業　� 有　間　　　隆 水　上
〃 �　シ 　 バ 　 オ 芝　尾　金　男 水　上
〃 �　堀 　 工 　 務 　 店 堀　　　博　彦 波　根
〃 島 根 ゼ オ ラ イ ト　� 石　橋　秀　利 仁　摩
〃 石 東 マ ル ヰ プ ロ パ ン　� 石　本　智　章 仁　摩
〃 �　前 谷 工 務 店 前　谷　建　治 仁　摩
〃 �　斉 藤 文 具 店 齊　藤　　　寛 大　田
〃 �　河 　 村 　 畳 　 店 河　村　賢　治 温泉津
〃 中 村 ブ レ イ ス　� 中　村　俊　郎 大　森
〃 原 　 醤 　 油　� 原　　　信　行 久　手
〃 �　峠 　 建 　 設 峠　　　輝　義 温泉津
〃 �　椿 　 　 　 窯 荒　尾　　　寛 温泉津
〃 �　三 　 谷 　 設 　 計 三　谷　　　貢 久　手
〃 �　布 　 引 　 商 　 店 布　引　慎　一 大　田
〃 �　中 央 計 算 セ ン タ ー 竹　下　　　績 大　田
〃 �　シ 　 グ 　 ナ 　 ル 谷　本　隆　臣 長　久
〃 �　重 富 製 パ ン 重　富　俊　雄 久　手
〃 林 　 商 　 事　� 林　　　恭　清 長　久
〃 �　内 　 藤 　 米 　 穀 内　藤　芳　秀 大　田
〃 �　日 　 　 　 商 細　田　年　成 長　久
〃 山 内 モ ー タ ー　� 山　内　要　次 仁　摩

監　　事 波多コンクリート工業　� 波　多　志　朗 久　利
〃 �　福 　 田 　 金 　 物 福　田　弘　吉 大　田



七
月
の
人
事
異
動
に
よ

り
、
石
見
大
田
税
務
署
長
を

拝
命
し
ま
し
た
佐
々
木
で
ご

ざ
い
ま
す
。
前
任
地
は
東
京

国
税
局
で
、
大
田
市
は
も
と

よ
り
、
広
島
国
税
局
管
内
の

勤
務
は
初
め
て
と
な
り
ま

す
。
前
任
の
林
署
長
同
様
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

当
署
管
内
は
、
国
立
公
園

三
瓶
山
の
大
パ
ノ
ラ
マ
や
日

本
海
の
美
し
い
海
岸
線
な
ど

豊
か
な
自
然
と
、
温
泉
津
を

は
じ
め
と
す
る
温
泉
卿
に
代

表
さ
れ
る
情
緒
あ
る
た
た
ず

ま
い
に
溢
れ
、
素
晴
ら
し
い

環
境
に
恵
ま
れ
て
お
り
ま

す
。更

に
は
、
遺
跡
と
自
然
環

境
が
一
体
と
な
っ
た
文
化
的

景
観
を
残
す
石
見
銀
山
に
代

表
さ
れ
る
歴
史
あ
る
当
地
に

勤
務
で
き
ま
す
こ
と
を
大
変

光
栄
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

社
団
法
人
石
見
大
田
法
人

会
の
会
員
の
皆
様
に
は
、
平

素
か
ら
税
務
行
政
に
格
別
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

貴
法
人
会
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
昭
和
六
十
三
年
の
社

団
化
以
来
、
組
織
の
強
化
と

事
業
活
動
の
充
実
に
積
極
的

に
取
り
組
ま
れ
、
魅
力
あ
る

法
人
会
を
目
指
し
て
活
動
し

て
お
ら
れ
ま
す
。

特
に
、
各
委
員
会
、
青
年

部
会
及
び
女
性
部
会
に
お
け

る
事
業
は
、
税
知
識
の
普

及
、広
報
に
止
ま
ら
ず
、社
会

貢
献
活
動
な
ど
地
域
社
会
・

経
済
の
発
展
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
的
場
会

長
を
は
じ
め
役
員
並
び
に
会

員
の
皆
様
方
の
ご
熱
意
と
ご

尽
力
の
賜
物
と
深
く
敬
意
を

表
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
最
近
の
税
務
行
政

を
取
り
巻
く
環
境
は
、
経
済

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
り
、

個
人
や
企
業
の
国
境
を
超
え

た
活
動
が
広
が
り
を
見
せ
、

か
つ
、
企
業
も
家
族
も
そ
の

あ
り
様
が
大
き
く
変
化
し
て

き
て
お
り
、
税
務
の
仕
事
も

ま
す
ま
す
複
雑
か
つ
困
難
な

も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
少
子
・
高
齢
化
が

進
み
、
人
口
減
少
社
会
に
入

る
中
で
、
貯
蓄
率
が
大
幅
に

低
下
す
る
な
ど
、
経
済
社
会

の
構
造
は
大
き
く
変
化
し
て

き
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
構
造

変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
税

制
の
見
直
し
も
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

一
方
、
納
税
環
境
の
整
備

面
に
お
い
て
は
、
国
税
関
係

手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
利
用

促
進
を
図
る
た
め
、
所
得

税
、
法
人
税
な
ど
の
申
告
、

源
泉
所
得
税
を
は
じ
め
と
す

る
全
税
目
の
納
税
等
が
、
事

務
所
や
自
宅
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
利
用
で
き
る
ｅ
ー

Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電
子
申
告
・

納
税
シ
ス
テ
ム
）
の
普
及
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

特
に
、
源
泉
所
得
税
の
毎

月
納
付
な
ど
利
用
者
ニ
ー
ズ

が
大
き
い
手
続
き
に
つ
い

て
、
利
用
を
お
勧
め
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
も
、
ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
の
活
用

を
ご
検
討
い
た
だ
き
ま
す
と

と
も
に
、
よ
り
良
い
シ
ス
テ

ム
と
す
る
た
め
、
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

税
務
に
携
わ
る
も
の
と
い
た

し
ま
し
て
は
、
社
会
・
経
済

の
変
化
に
適
切
に
対
応
し
な

が
ら
、「
適
正
・
公
平
な
課

税
の
実
現
」
に
向
け
て
最
善

の
努
力
を
重
ね
て
ま
い
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
信
頼
さ

れ
る
税
務
行
政
の
確
立
と
円

滑
な
運
営
は
、
私
ど
も
の
努

力
の
み
で
は
到
底
成
し
得
る

も
の
で
は
な
く
、
納
税
者
の

皆
様
の
税
に
対
す
る
ご
理
解

と
ご
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り

ま
す
。

法
人
会
の
皆
様
に
は
、
こ

れ
ま
で
も
税
務
行
政
の
良
き

理
解
者
と
し
て
、
税
知
識
の

普
及
、
納
税
道
義
の
高
揚
な

ど
、
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
、

な
お
一
層
の
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

終
わ
り
に
、
社
団
法
人
石

見
大
田
法
人
会
の
ま
す
ま
す

の
ご
発
展
と
会
員
の
皆
様
の

ご
健
勝
並
び
に
事
業
の
ご
繁

栄
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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着
任
の
ご
あ
い
さ
つ

税務署長
佐々木　宏

【
総
務
課
】

総
務
係
長

太
田
貴
博

（
浜
田
署
　
個
人
調
査
官
）

上
席
国
税
徴
収
官
板
垣
一
義

（
大
東
署
　
総
務
上
席
）

上
席
国
税
徴
収
官
川
本
勝
哉

（
府
中
署
　
管
徴
徴
収
官
）

【
調
査
部
門
】

統
括
国
税
調
査
官
板
持
郁
夫

（
米
子
署
　
個
人
二
統
括
官
）

上
席
国
税
調
査
官
（
所
得
）

木
村
　
潤

（
福
山
署
　
個
人
上
席
）

上
席
国
税
調
査
官
（
資
産
）

鞁
嶋
秀
司

（
久
世
署
　
個
人
上
席
）

国
税
調
査
官
（
法
人
）岩

本
康
宏

（
浜
田
署
　
法
人
調
査
官
）

国
税
調
査
官
（
法
人
）薮

崎
拓
也

（
石
見
大
田
署
　
総
務
係
長
）

国
税
局
人
事
異
動

（
七
月
十
日
付
）

石
見
大
田
税
務
署
転
入
者



石
見
銀
山
で
栄
え
た
熊
谷

家
。
そ
の
屋
敷
を
今
年
四
月

か
ら
一
般
公
開
を
始
め
ま
し

た
。
七
月
中
旬
に
は
来
館
者

二
万
人
を
超
え
、
関
心
の
高

さ
を
伺
わ
せ
る
盛
況
ぶ
り
で

す
。
見
学
者
は
、
主
屋
お
も
や

の
部

屋
数
の
多
さ
、
迷
路
の
よ
う

な
間
取
り
、
台
所
の
広
さ
な

ど
規
模
の
大
き
さ
に
驚
き
、

展
示
を
と
お
し
て
く
ら
し
の

臨
場
感
を
体
感
し
て
い
ま

す
。約

三
十
三
メ
ー
ト
ル
に
わ

た
っ
て
町
筋
に
面
し
て
い
る

こ
の
建
物
の
出
入
り
口
は
、

路
地
門
、
式
台
付
き
玄
関
、

大
戸
口
の
わ
ず
か
三
箇
所
。

路
地
門
は
庭
を
経
て
座
敷
へ

直
接
あ
が
る
こ
と
の
で
き
る

門
で
冠
婚
葬
祭
に
使
用
し
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
式
台
付
き
玄
関

は
こ
の
住
宅
の
表
玄

関
で
間
口
四
メ
ー
ト

ル
の
堂
々
た
る
玄
関

で
す
。
大
戸
口
は
普

段
使
用
す
る
出
入
り

口
で
す
。
こ
れ
ら
の

出
入
り
口
以
外
の
部

分
は
漆
喰
仕
上
げ
の

壁
で
、
軒
裏
ま
で
塗

り
上
げ
て
い
ま
す
。

開
口
部
の
少
な
い

正
面
は
、
防
火
や
防

犯
上
か
ら
屋
敷
の
内

外
を
隔
て
る
意
図
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

屋
敷
の
周
囲
全
体
に
は
高
さ

二
・
三
メ
ー
ト
ル
の
土
塀
が

巡
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

も
そ
の
意
図
が
伺
え
ま
す
。

建
物
正
面
に
立
っ
て
見
て

も
規
模
の
大
き
さ
を
感
じ
と

る
こ
と
は
な
か
な
か
で
き
ま

せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
内
部
の

見
学
を
終
え
る
と
広
さ
や
大

き
さ
、
屋
敷
の
奥
深
さ
を
体

感
し
、
外
観
か
ら
受
け
た
最

初
の
印
象
と
の
差
異
が
強
く

感
じ
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

住
宅
は
、
町
並
み
の
大
半

が
焼
け
た
寛
政
十
二
年
（
一

八
〇
〇
）
の
大
火
後
、
享
和

元
年
（
一
八
〇
一
）
に
建
築

さ
れ
、
そ
れ
か
ら
の
約
六
十

年
間
に
主
屋
の
増
築
を
進

め
、
土
蔵
も
順
次
新
築
し
、

明
治
維
新
を
迎
え
た
頃
に

は
、
主
屋
の
部
屋
数
は
三
十

室
を
超
え
、
土
蔵
六
棟
を
数

え
ま
し
た
。
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住宅正面

住宅背面

台所



平
成
十
三
年
度
か
ら
十
七

年
度
に
か
け
、
四
十
五
ヶ
月

に
わ
た
り
行
っ
た
保
存
修
理

工
事
で
は
、
前
述
の
屋
敷
地

が
最
も
整
っ
た
幕
末
か
ら
明

治
初
年
の
姿
に
復
元
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。
重
要
文
化

財
で
あ
る
た
め
、
文
化
庁
の

認
め
る
専
門
技
術
者
が
設
計

監
理
を
担
当
し
、
施
工
は
市

内
業
者
で
行
う
こ
と
と
し
、

�
藤
井
工
務
店
と
田
中
建
設

の
特
別
共
同
企
業
体
が
建
築

工
事
を
、
電
気
設
備
工
事
は

大
田
電
工
�
、
機
械
設
備
工

事
は
�
幸
増
が
施
工
し
ま
し

た
。保

存
修
理
工
事
に
携
わ
っ

た
職
人
さ
ん
た
ち
は
延
べ
約

一
万
八
千
人
。
着
工
す
る

と
、
ま
ず
主
屋
や
土
蔵
を
覆

う
巨
大
な
仮
設
屋
根
を
か

け
、
約
一
年
か
け
て
解
体
工

事
を
行
い
ま
し
た
。

解
体
と
い
っ
て
も
機
械
を

使
っ
て
の
壊
す
作
業
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
す
べ
て
の
部
材

に
番
号
を
つ
け
て
手
作
業
で

解
体
し
、
仮
設
の
保
管
庫
に

整
然
と
並
べ
ら
れ
ま
し
た
。

解
体
と
並
行
し
て
現
場
で
は

痕
跡
調
査
や
遺
構
確
認
調
査

を
行
い
、
加
え
て
古
写
真
や

古
文
書
な
ど
の
史
料
調
査
も

進
め
、
地
元
の
皆
さ
ん
か
ら

の
聞
き
取
り
も
し
な
が
ら
、

復
元
方
針
を
ま
と
め
ま
し

た
。復

元
方
針
が
文
化
庁
か
ら

認
め
ら
れ
る
と
、
保
管
さ
れ

て
い
た
古
材
は
復
元
方
針
に

従
っ
て
元
の
場
所
に
戻
さ
れ

ま
す
。
そ
の
様
子
を
目
の
当

た
り
に
で
き
る
の
は
台
所
の

屋
根
を
支
え
る
小
屋
組
で

す
。
床
面
積
約
百
二
十
平
方

メ
ー
ト
ル

（
約
四
十
坪
）

の
台
所
に

立
っ
て
見
上

げ
る
と
薄
暗

い
な
か
、
屋

根
を
支
え
る

梁
と
し
て
元

の
位
置
に
戻

さ
れ
た
大
き

な
古
材
が
歴

史
の
生
き
証

人
と
し
て
架

か
っ
て
い
ま

す
。展

示
に
つ

い
て
も
小
泉

和
子
京
都
女

子
大
教
授
の
指
導
を
得
て
地

元
の
女
性
た
ち
が
行
い
ま
し

た
。
熊
谷
家
に
伝
わ
る
家
財

を
利
用
し
た
展
示
を
し
て
お

り
、
家
財
の
調
査
、
研
究
を

女
性
た
ち
が
四
年
間
に
わ

た
っ
て
行
っ
て
き
た
成
果
を

反
映
し
、
手
づ
く
り
展
示
と

し
て
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
熊
谷
家
住
宅

の
保
存
活
用
事
業
で
は
、
地

元
の
人
々
が
継
続
的
に
関
わ

る
こ
と
を
基
本
に
し
て
進
め

て
き
ま
し
た
。
建
造
物
修
理

に
携
わ
っ
た
大
工
や
左
官
な

ど
の
経
験
と
技
術
は
、
大
森

や
温
泉
津
の
町
並
み
保
存
な

ど
石
見
銀
山
の
保
存
と
活
用

に
活
か
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。
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屋敷全体図

保存修理工事中の熊谷家住宅（平成15年）



持
続
的
な
経
済
社
会
の
活

性
化
を
実
現
す
る
た
め
の

「
あ
る
べ
き
税
制
」
の
構
築

に
向
け
て
、
平
成
十
八
年
度

税
制
改
正
が
行
わ
れ
ま
し

た
。主

な
改
正
事
項
は
次
の
と

お
り
で
す
。

【
税
源
移
譲
】

所
得
税
か
ら
個
人
住
民
税

（
国
か
ら
地
方
）
へ
の
税
源

移
譲
に
関
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

税
率
構
造
を
改
め
ま
す
。

な
お
、
所
得
税
と
個
人
住

民
税
を
合
わ
せ
た
税
負
担
は

変
動
あ
り
ま
せ
ん
。

（
注
）
平
成
十
九
年
（
度
）

分
以
降
に
実
施
さ
れ

ま
す
。

【
定
率
減
税
の
廃
止
】

景
気
対
策
の
た
め
の
暫
定

的
な
税
負
担
の
軽
減
措
置
と

し
て
導
入
さ
れ
た
定
率
減
税

を
、
経
済
状
況
の
改
善
等
を

踏
ま
え
平
成
十
九
年
一
月

（
個
人
住
民
税
は
六
月
）
徴

収
分
か
ら
廃
止
し
ま
す
。

【
地
震
保
険
料
控
除
】

損
害
保
険
料
控
除
が
改
組

さ
れ
、
地
震
保
険
契
約
に
係

る
地
震
等
相
当
部
分
の
保
険

料
等
の
全
額
を
所
得
控
除
す

る
地
震
保
険
料
控
除
が
創
設

さ
れ
ま
す
。

【
寄
付
金
控
除
】

適
用
下
限
額
を
引
き
下

げ
、
公
益
的
な
活
動
を
行
う

団
体
へ
の
寄
付
を
行
い
や
す

く
し
ま
し
た
。

個
人
所
得
課
税
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平平  
成成  
十十  
八八  
年年  
度度  
税税  
制制  
改改  
正正  
のの  
ああ  
らら  
まま  
しし  

平 
成 
十 
八 
年 
度 
税 
制 
改 
正 
の 
あ 
ら 
ま 
し 

平 
成 
十 
八 
年 
度 
税 
制 
改 
正 
の 
あ 
ら 
ま 
し 

改正前 改正後 

改正の 
　概 要 

課税所得 税率 

所
得
税 

  ～ 330万円未満 

 330万円 ～ 900万円未満 

 900万円 ～ 1,800万円未満 

 1,800万円 ～ 

10％ 

20％ 

30％ 

37％ 

課税所得 税率 
個
人
住
民
税 

  ～ 200万円 
 200万円超 ～ 700万円 
 700万円超 ～ 

5％ 
10％ 
13％ 

課税所得 税率 

所
得
税 

  ～ 195万円未満 
 195万円 ～ 330万円未満 
 330万円 ～ 695万円未満 
 695万円 ～ 900万円未満 
 900万円 ～ 1,800万円未満 
 1,800万円 ～ 

5％ 
10％ 
20％ 
23％ 
33％ 
40％ 

課税所得 税率 
個
人
住
民
税 

10％ 

一律 
※減額措置：全世帯におい
て人的控除の差を考慮し
た減額措置を実施 

モデル：給与収入500万円（夫婦子2人） 

税源移譲による所得税・個人住民税の負担増減額 

計195,000円 

119,000円 

76,000円 

所得税 

個人住民税 

税源移譲前 

計195,000円 

59,500円 

135,500円 

税源移譲後 

（税源移譲） 

改正の 
　概 要 

地震保険料の全額 地震保険料の全額 

本則 

経過措置 

最高5万円 
最高3.5万円 

最高1.5万円 

合わせて 
最高5万円 

平成18年末までに締結 
した長期損害保険契約 

平成19年分以後の所得税について適用されます。 

旧長期損害保険料と 
地震保険料を適用する場合 地震保険料を適用する場合 

（地震保険料控除） 

適用下限を5千円（改正前1万円）に引き下げました。 

寄付金 
控除額 ー 5千円 

平成18年分以後の所得税について適用されます。 

改正の 
　概 要 

＝ 
その年中に支出した特定寄付金の合計額 
（総所得の30％相当額が限度） 

（寄付金控除） 



【
既
存
住
宅
の
耐
震
改
修
を

し
た
場
合
の
特
別
控
除
制

度
】昭

和
五
十
六
年
五
月
三
十

一
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
住

宅
に
つ
い
て
、
新
耐
震
基
準

（
昭
和
五
十
六
年
六
月
一
日

以
後
の
基
準
）
を
満
た
す
耐

震
改
修
を
し
た
場
合
に
、
そ

の
費
用
の
一
〇
％
相
当
額

（
最
高
二
〇
万
円
）
が
税
額

控
除
で
き
ま
す
。

（
注
）
平
成
十
八
年
四
月
一

日
か
ら
平
成
二
十
年

十
二
月
三
十
一
日
ま

で
の
間
に
行
わ
れ
る

耐
震
改
修
に
つ
い
て

適
用
さ
れ
ま
す
。

【
交
際
費
課
税
】

交
際
費
課
税
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。

○
一
人
当
た
り
五
千
円
以
下

の
飲
食
費
（
役
職
員
間
の

飲
食
費
を
除
く
）
が
損
金

算
入
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

○
中
小
企
業
に
つ
い
て
は
、

定
額
控
除
額
（
四
百
万

円
）
に
達
す
る
ま
で
の
額

の
九
〇
％
相
当
額
が
損
金

算
入
で
き
ま
す
。

（
注
）
平
成
十
八
年
四
月
一

日
か
ら
二
十
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
の
間

に
開
始
す
る
事
業
年

度
に
お
い
て
適
用
さ

れ
ま
す
。

【
役
員
給
与
の
損
金
算
入
】

◎
定
期
定
額
要
件
の
緩
和

役
員
賞
与
の
多
様
な
支
払

い
形
態
に
対
応
す
る
た
め
、

い
わ
ゆ
る
定
期
定
額
要
件
が

緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

◎
一
人
会
社
の
オ
ー
ナ
ー
役

員
の
給
与
の
損
金
算
入
の

制
限

法
人
形
態
と
個
人
形
態
と

の
課
税
上
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

を
是
正
す
る
た
め
、
実
質
的

な
一
人
会
社
の
オ
ー
ナ
ー
役

員
へ
の
給
与
の
損
金
算
入
が

制
限
さ
れ
ま
す
。

◎
業
績
連
動
型
報
酬
の
損
金

算
入

同
族
会
社
で
な
い
こ
と

等
、
透
明
性
・
適
正
性
を
担

保
す
る
た
め
の
要
件
を
満
た

す
場
合
は
、
業
績
連
動
型
報

酬
の
損
金
算
入
が
認
め
ら
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

法
人
関
連
税
制

－ 7 －

改
正
前 

一
月
以
下
の
期
間
を
単

位
と
し
て
定
期
的
に
同

額
を
支
給
す
る
役
員

給
与
は
損
金
算
入 

①
一
月
以
下
の
一
定
期
間
ご
と
に

同
額
で
支
給
す
る
役
員
給
与

は
損
金
算
入 

②
所
定
の
時
期
に
確
定
額
を
支

給
す
る
定
め（
税
務
署
長
へ
の

事
前
届
出
が
必
要
）に
基
づ
い

て
支
給
す
る
役
員
給
与
は
損

金
算
入 

改
正
後 

4
月 

6
月 

12
月 

3
月 

4
月 

6
月 

12
月 

3
月 

6
月 

9
月 

12
月 

3
月 

（例1） 

（例2四半期毎支給） 

損　金　算　入 

損　金　算　入 

損　金　算　入 

損金不算入 

平成18年4月1日以後に開始する事業年度から適用されます。 

改正の 
　概 要 （定期定額要件の緩和） 

平成18年4月1日以後に開始する事業年度に適用されます。 

改正後の各形態の課税ベースのイメージ 

③課税 
ベース 

給
与
所
得
控
除 

他の経費 

経費 

②
課
税
ベ
ー
ス 

① 
課税ベース 

オーナー個人 
の課税 

法人の課税 

オ
ー
ナ
ー
の
役
員
給
与 

法人形態の課税 

経費 

④
課
税
ベ
ー
ス 

個人形態の 
課税 

損金算入制限額 
＝給与所得控除相当額 

（注）所得金額に応じた適用除外 
　　措置が設けられています。 

課
税
ベ
ー
ス 

イ
コ
ー
ル
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ 

①
＋
②
＋
③
＝
④ 

改正の 
　概 要 （一人会社のオーナー役員の給与の損金算入の制限） 



【
そ
の
他
の
法
人
関
連
改
正

項
目
】

◎
同
族
会
社
の
留
保
金
課
税

見
直
し

中
小
企
業
の
財
務
基
盤
の

強
化
を
後
押
し
す
る
た
め
、

留
保
金
課
税
の
対
象
と
な
る

同
族
会
社
に
つ
い
て
、
そ
の

判
定
要
件
を
緩
和
す
る
ほ

か
、
留
保
控
除
額
を
引
上
げ

る
等
抜
本
的
な
見
直
し
を
行

い
ま
し
た
。

◎
研
究
開
発
税
制
の
制
度
統

合研
究
開
発
税
制
の
制
度
を

統
合
し
、
試
験
研
究
費
を
増

加
さ
せ
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

を
高
め
ま
す
。

○
試
験
研
究
費
の
総
額
に
係

る
税
額
控
除
制
度
に
つ
い

て
、
比
較
研
究
費
を
上
回

る
部
分
の
税
額
控
除
割
合

に
五
％
加
え
る
措
置
を
講

じ
ま
す
。

○
研
究
開
発
税
制
に
お
け
る

増
加
試
験
研
究
費
の
税
額

控
除
制
度
及
び
試
験
研
究

費
の
総
額
に
か
か
る
税
額

控
除
制
度
の
上
乗
せ
措
置

は
廃
止
し
ま
す
。

◎
情
報
基
盤
強
化
税
制
の
創

設産
業
競
争
力
の
向
上
に
資

す
る
設
備
等
で
情
報
基
盤
の

強
化
を
促
す
も
の
の
取
得
等

を
し
た
場
合
に
、
特
別
償
却

と
税
額
控
除
の
選
択
適
用
の

制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
Ｉ
Ｔ
投
資
促
進
税

制
は
廃
止
し
ま
す
。

－ 8 －

改　正　前 改　正　後 

同族要件 
3株主グループによる株式等の保有割合が50％超 
留保控除額：①～③のうち最も多い金額 
①所得基準額…所得等の金額×35％ 
②定額基準額…年1,500万円 
③積立金基準額 

…期末資本金の25％相当額－利益積立金 

同族要件 
1株主グループによる株式等の保有割合が50％超 
留保控除額：①～④のうち最も多い金額 
①所得基準額 

…所得等の金額×40％（中小法人は50％） 
②定額基準額…年2,000万円 
③積立金基準額…期末資本金の25％相当額－
利益積立金 

④自己資本比率基準額（中小法人のみ） 
…自己資本比率（自己資本÷総資産）が30％
に達するまでの額 

不適用措置 
①設立後10年以内の中小企業者 
②中小企業新事業活動促進法の経営革新計画
の承認を受けた中小企業者で経営革新のため
の事業を実施しているもの 

③自己資本比率（自己資本÷総資産）が50％以
下の中小法人 

改正前の不適用措置の存廃 
①廃止 
②2年延長 
③廃止 

平成18年4月1日以後に開始する事業年度から適用されます。 

改正の 
　概 要 （同族会社の留保金課税） 

改正の 
　概 要 

比較試験研究費 

増加額 

税額控除率 
13～17％ 
（注2） 

税額控除率 
8～12％ 
（注1） 

（注1）控除率は売上に占める試験研究費の割合に応
じて8～10％（中小企業者等は12％）となります。 

（注2）増加額については、控除率に5％上乗せするこ
とになります。 

平成18年4月1日から平成20年3月31日までの間に開始する事業年度について適用します。 

（研究開発税制） 

改正の 
　概 要 

平成18年4月1日から平成20年3月31日までの間に取得等をする対象設備について適用します。 

対象設備 
ISO15408認証（セキュリティ対応）を受けた次のソフトウェア等の年間投資額の合計
が1億円以上（資本金1億円以下の法人については300万円以上、資本金1億円超10
億円以下の法人については3,000万円以上）の場合の次の機器 
○OS（同時に設置されるサーバーを含む） 
○データベース管理ソフトウェア（同時に設置されるアプリケーションソフトを含む） 
○ファイアーウォール（組織内のコンピュータネットワークへ外部から侵入されることを防
ぐシステムをいう） 

通常の減価償却に基準取得価
額の50％を上乗せ（特別償却） 

基準取得価額の10％の税額控除 

産業競争力の向上に資する一定の情報セキュリティ対策
対応設備等の取得等 

選択 

（情報基盤強化税制） 



◎
中
小
企
業
投
資
促
進
税
制

の
充
実
及
び
適
用
期
限
延

長対
象
資
産
に
一
定
の
デ
ジ

タ
ル
複
合
機
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
を
加
え
る
と
と
も
に
、
適

用
期
限
を
平
成
二
十
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
の
措
置
と
し

ま
す
。

◎
土
地
の
売
買
等
に
係
る
登

録
免
許
税
の
軽
減

土
地
の
売
買
に
よ
る
所
有

権
の
移
転
登
記
及
び
土
地
の

所
有
権
の
信
託
登
記
に
係
る

登
録
免
許
税
に
つ
い
て
、
税

率
を
本
則
の
二
分
の
一
に
軽

減
し
ま
す
。

◎
住
宅
取
得
等
資
金
に
係
る

相
続
時
精
算
課
税
制
度
の

特
例
の
期
限
延
長

平
成
十
五
年
一
月
一
日
か

ら
三
年
間
の
特
例
措
置
と
し

て
創
設
さ
れ
た
「
住
宅
取
得

等
資
金
に
係
る
相
続
時
精
算

課
税
制
度
の
特
例
」
を
平
成

十
九
年
十
二
月
三
十
一
日
ま

で
延
長
し
ま
す
。

◎
相
続
税
の
物
納
制
度
の
見

直
し

許
可
基
準
及
び
手
続
き
の

明
確
化
、
審
査
期
間
の
法
定

等
の
措
置
を
講
じ
ま
し
た
。

平
成
十
八
年
四
月
一
日
以

後
に
相
続
又
は
遺
贈
に
よ
り

取
得
し
た
財
産
に
係
る
相
続

税
に
つ
い
て
適
用
し
ま
す
。

◎
酒
類
の
分
類
や
税
率
を
簡

素
化

酒
類
の
分
類
を
「
発
砲
性

酒
類
」「
醸
造
酒
類
」「
蒸

留
酒
類
」「
混
成
酒
類
」
の

四
種
類
に
大
括
り
・
簡
素
化

す
る
と
と
も
に
、
酒
類
間
の

税
負
担
差
を
縮
小
し
ま
し

た
。

◎
た
ば
こ
税
税
率
の
引
上
げ

税
率
を
一
本
当
た
り
〇
・

八
五
二
円
引
上
げ
ま
し
た
。

◎
発
信
主
義
が
適
用
さ
れ
る

提
出
書
類
の
範
囲
の
拡
大

郵
便
物
等
の
通
信
日
付
印

に
よ
り
表
示
さ
れ
た
日
に
提

出
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ

る
書
類
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ

ま
し
た
。

◎
無
申
告
加
算
税
の
課
税
要

件
及
び
割
合
の
変
更

（
平
成
十
九
年
一
月
一
日
以

後
に
法
定
納
期
限
が
到
来
す

る
国
税
に
つ
い
て
適
用
）

○
期
限
後
申
告
を
自
主
的
に

行
っ
た
場
合
の
無
申
告
加

算
税
（
五
％
）
に
つ
い

て
、
期
限
内
に
申
告
す
る

意
思
が
あ
っ
た
と
認
め
ら

れ
る
一
定
の
場
合
に
は
、

課
さ
な
い
こ
と
と
な
り
ま

す
。

○
無
申
告
加
算
税
（
改
正
前

は
一
律
十
五
％
）
に
つ
い

て
、
納
付
す
べ
き
税
額
が

五
〇
万
円
を
超
え
る
部
分

に
対
す
る
割
合
を
二
〇
％

に
引
上
げ
ま
す
。

◎
更
正
の
請
求
事
由
の
拡
大

法
令
解
釈
が
遡
っ
て
変
更

さ
れ
、
異
な
る
取
扱
い
を
受

け
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
に

は
、
更
正
の
請
求
が
で
き
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

◎
給
与
の
源
泉
徴
収
票
等
の

電
子
交
付

税
務
上
の
「
民
・
民
間
書

面
」
の
電
子
交
付
を
可
能
に

し
ま
す
。

（
平
成
十
九
年
一
月
一
日
以

後
に
交
付
す
る
源
泉
徴
収
票

等
に
つ
い
て
適
用
）

◎
公
示
制
度
の
廃
止

長
者
番
付
制
度
な
ど
の
公

示
制
度
（
所
得
税
、
相
続
税
、

贈
与
税
、
法
人
税
、
地
価
税
）

を
廃
止
し
ま
す
。

そ
の
他
の
改
正

－ 9 －

改正の 
　概 要 

登記の種類・原因（主なもの） 本則 特例 

所有権の保存 

所有権の移転 

所有権の信託 

相続、合併 

売買 
土地 

建物 

土地 

建物 

0.4％ 

2.0％ 

0.4％ 

1.0％ 

0.2％ 

平成18年4月1日から平成20年3月31日までの間に行われる登記に 
ついて適用されます。 

（土地の売買等に係る登録免許税） 



法
人
が
、
他
の
法
人
や
個

人
な
ど
か
ら
資
産
を
贈
与

（
ま
た
は
低
額
譲
渡
）
さ
れ

た
と
さ
れ
る
経
済
的
利
益
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。

法
人
税
法
は
、
所
得
金
額

の
計
算
上
益
金
の
額
に
算
入

す
べ
き
金
額
は
「
資
産
の
販

売
、
有
償
又
は
無
償
に
よ
る

資
産
の
譲
渡
又
は
役
務
の
提

供
、
無
償
に
よ
る
資
産
の
譲

り
受
け
そ
の
他
の
取
引
で
資

本
等
取
引
以
外
の
も
の
に
係

る
そ
の
事
業
年
度
の
収
益
の

額
」
と
さ
れ
て
お
り
、
金
銭

以
外
の
資
産
の
譲
渡
を
受
け

た
場
合
に
も
、
収
益
と
し
て

計
上
す
る
よ
う
に
定
め
て
い

ま
す
。（
法
第
二
十
二
条
二

項
）

贈
与
を
う
け
た
資
産
が
金

銭
以
外
の
物
の
場
合
に
は
、

受
贈
資
産
の
価
額
す
な
わ
ち

受
贈
益
が
い
く
ら
に
な
る
の

か
が
問
題
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
取
得

時
に
お
け
る
そ
の
資
産
の
取

得
の
た
め
に
通
常
要
す
る
価

額
つ
ま
り
、
時
価
で
計
上
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

資
産
を
時
価
よ
り
低
い
金

額
で
譲
り
う
け
た
場
合
に
は

購
入
金
額
に
相
当
す
る
部
分

は
購
入
に
よ
り
取
得
し
た
も

の
と
み
な
し
、
時
価
と
購
入

価
額
と
の
差
額
に
相
当
す
る

部
分
は
贈
与
に
よ
り
取
得
し

た
も
の
と
み
な
し
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
資
産
の
取

得
価
額
は
時
価
で
計
上
し
、

時
価
と
購
入
価
額
と
の
差
額

は
受
贈
益
と
し
て
、
そ
の
事

業
年
度
の
収
益
に
計
上
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

�
資
産
が
次
に
掲
げ
る
様

な
広
告
宣
伝
用
の
も
の
で
あ

る
と
き
は
、
そ
の
経
済
的
利

益
の
額
は
、
製
造
業
者
等
の

そ
の
資
産
の
取
得
価
額
の
三

分
の
二
に
相
当
す
る
金
額
か

ら
販
売
業
者
が
そ
の
取
得
の

た
め
に
支
出
し
た
金
額
を
控

除
し
た
金
額
と
し
、
そ
の
金

額
が
三
十
万
円
以
下
で
あ
る

と
き
は
、
経
済
的
利
益
の
額

は
な
い
も
の
と
し
ま
す
。

イ
、
自
動
車
（
自
動
三
輪

車
お
よ
び
自
動
二
輪
車
を
含

み
ま
す
）
で
車
体
の
大
部
分

に
一
定
の
色
彩
を
塗
装
し
て

製
造
業
者
等
の
製
品
名
ま
た

は
社
名
を
表
示
し
、
そ
の
広

告
宣
伝
を
目
的
と
し
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
な
も
の
。

ロ
、
陳
列
だ
な
、
陳
列

ケ
ー
ス
、
冷
蔵
庫
ま
た
は
容

器
で
製
造
業
者
等
の
製
品
名

ま
た
は
社
名
の
広
告
宣
伝
を

目
的
と
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
な
も
の
。

ハ
、
展
示
用
モ
デ
ル
ハ
ウ

ス
の
よ
う
に
製
造
業
者
等
の

製
品
の
見
本
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
な
も
の
。

な
お
、
同
一
の
製
造
業
者

等
か
ら
二
以
上
の
資
産
を
取

得
し
た
と
き
は
、
そ
の
経
済

的
利
益
の
額
の
合
計
額
を

も
っ
て
三
十
万
円
以
下
か
ど

う
か
の
判
定
を
行
い
ま
す
。

�
取
得
し
た
資
産
が
、
看

板
、
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
、
ど
ん

帳
の
よ
う
に
も
っ
ぱ
ら
広
告

宣
伝
の
用
に
供
さ
れ
る
資
産

で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
取
得

に
よ
る
経
済
的
利
益
は
な
い

も
の
と
さ
れ
ま
す
。

�
販
売
業
者
等
が
製
造
業

者
等
か
ら
広
告
宣
伝
用
の
資

産
の
取
得
に
あ
て
る
た
め
金

銭
の
交
付
を
う
け
た
場
合
は

前
記
の
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
扱

い
を
準
用
し
ま
す
。

法
人
が
他
か
ら
資
産
の
贈

与
等
を
う
け
た
場
合
に
は
、

受
贈
益
を
計
上
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
一
定
の
受
贈
益

債
務
免
除
益
に
つ
い
て
は
、

益
金
の
額
に
算
入
し
て
直
ち

に
課
税
す
る
こ
と
が
適
当
で

な
い
場
合
も
あ
る
の
で
、
課

税
上
の
特
例
が
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
主
な
も
の
は

次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

�
国
庫
補
助
金
等
で
取
得

し
た
固
定
資
産
の
圧
縮
記
帳

�
工
事
負
担
金
で
取
得
し

た
固
定
資
産
の
圧
縮
記
帳

�
資
産
整
理
に
伴
う
私
財

提
供
が
あ
っ
た
場
合
の
欠
損

金
の
損
金
算
入

�
会
社
更
生
に
伴
う
債
務

免
除
益
の
課
税
の
特
例

（
文
責
　
編
集
部
）
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受
贈
益
に
つ
い
て

受
贈
益
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か

金
銭
以
外
の
物
の
場
合

低
額
で
譲
受
け
た
場
合

広
告
宣
伝
用
資
産
等
の
受

贈
益

一
定
の
受
贈
益
等
に
つ
い

て
の
課
税
上
の
特
例



�
建
物
の
減
価
償
却
費

平
成
十
年
四
月
一
日
以

後
に
取
得
し
た
建
物
に
つ

い
て
は
、
減
価
償
却
費
の

計
算
を
定
額
法
以
外
の
方

法
に
よ
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
注
意
が
必
要

で
す
。

�
交
際
費
の
損
金
算
入
限
度
額

交
際
費
の
損
金
算
入
限

度
額
の
計
算
に
つ
い
て
、

定
額
控
除
限
度
額
は
、
平

成
十
五
年
四
月
一
日
以
後

開
始
す
る
事
業
年
度
に
お

い
て
は
、
資
本
金
一
億
円

以
下
の
法
人
が
、
年
四
百

万
円
（
一
億
円
超
の
法
人

は
、
〇
円
）
と
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
平
成
十
四

年
四
月
一
日
か
ら
平
成
十

五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

の
間
に
開
始
す
る
事
業
年

度
に
お
い
て
は
、
資
本
金

五
千
万
円
以
下
の
法
人
が

年
四
百
万
円
、（
資
本
金

五
千
万
円
超
の
法
人
は
、

〇
円
）、
平
成
十
四
年
四

月
一
日
以
前
に
開
始
す
る

事
業
年
度
に
つ
い
て
は
、

資
本
金
一
千
万
円
以
下
の

法
人
が
、
年
四
百
万
円
、

資
本
金
一
千
万
円
超
五
千

万
円
以
下
の
法
人
が
年
三

百
万
円
（
資
本
金
五
千
万

円
超
の
法
人
は
、
〇
円
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

資
本
金
の
金
額
及
び
開

始
す
る
事
業
年
度
に
よ
り

定
額
控
除
額
が
異
な
り
ま

す
の
で
、注
意
が
必
要
で
す
。

な
お
、
十
八
年
度
の
税

制
改
正
に
よ
り
、
少
額
の

飲
食
費
等
が
損
金
算
入
で

き
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

（
税
制
改
正
の
記
事
参
照
）

�
受
取
利
息

役
員
等
に
対
す
る
立
替

金
、
貸
付
金
に
対
す
る
受

取
利
息
の
計
上
が
な
さ
れ

て
い
な
い
事
例
が
見
受
け

ら
れ
ま
す
の
で
、
注
意
が

必
要
で
す
。

�
簡
易
課
税
の
事
業
区
分

売
上
先
か
ら
材
料
の
提

供
を
受
け
て
加
工
を
行
い

加
工
賃
を
受
取
る
事
業
は

第
三
種
（
製
造
業
）
で
は

な
く
、
第
四
種
（
そ
の
他

事
業
）
と
な
り
ま
す
。

�
仕
入
税
額
控
除

事
業
所
兼
住
宅
の
建
物

を
取
得
し
た
場
合
、
仕
入

税
額
控
除
を
計
算
す
る
際

は
、
住
宅
の
貸
付
け
部
分

と
事
業
用
施
設
部
分
に
区

分
し
て
仕
入
控
除
税
額
を

計
算
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

�
簡
易
課
税
制
度
の
適
用

簡
易
課
税
制
度
の
選
択

届
出
書
を
提
出
さ
れ
て
い

て
も
、
基
準
期
間
の
課
税

売
上
額
が
五
千
万
円
を
超

え
る
期
間
に
つ
い
て
は
、

原
則
課
税
に
よ
り
仕
入
控

除
税
額
を
計
算
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。
こ
の
場
合

も
、
簡
易
課
税
取
り
や
め

の
手
続
き
を
行
っ
て
い
る

場
合
を
除
き
、
簡
易
課
税

制
度
が
引
き
続
き
適
用
さ

れ
ま
す
の
で
、
基
準
期
間

の
課
税
売
上
額
が
五
千
万

円
以
下
の
期
間
は
、
必
ず

簡
易
課
税
制
度
に
よ
り
仕

入
控
除
税
額
を
計
算
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

�
仮
領
収
証

商
品
代
金
を
受
領
し
た

際
に
発
行
す
る
仮
領
収
証

に
つ
い
て
も
、
売
上
代
金

の
受
領
事
実
を
証
明
す
る

目
的
で
作
成
さ
れ
る
文
書

に
該
当
し
、
記
載
金
額
が

三
万
円
以
上
で
あ
れ
ば
、

印
紙
税
の
納
付
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

�
み
な
し
領
収
書

納
品
書
に
済
、
領
等
の

表
示
を
行
い
代
金
領
収
の

事
実
を
証
し
て
相
手
方
に

交
付
し
た
場
合
、
そ
の
納

品
書
が
、
領
収
書
に
該
当

す
る
場
合
が
あ
り
、
金
額

が
三
万
円
以
上
で
あ
れ
ば

印
紙
税
の
納
税
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

�
継
続
的
取
引
の
基
本
と
な

る
契
約
書

請
負
契
約
書
で
、
取
引

の
基
本
と
な
る
契
約
の
内

容
を
定
め
た
契
約
書
に
つ

い
て
、
契
約
金
額
の
記
載

が
な
い
も
の
は
、
第
七
号

文
書
（
継
続
的
取
引
の
基

本
と
な
る
契
約
書
）
に
該

当
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
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税
務
処
理
に
お
け
る
誤
り
易
い
事
例

法
人
税
関
係

消
費
税
関
係

印
紙
税
関
係



事
業
内
容
は
醤
油
及
び
関

連
加
工
品
の
製
造
販
売
を
し

て
い
ま
す
。
ぽ
ん
ず
醤
油
、

金
山
寺
も
ろ
み
、
ご
ま
ふ
り

か
け
、
な
ど
で
す
。

創
業
は
祖
父
の
原
　
安
三

郎
で
大
正
四
年
九
月
二
十
八

日
に
初
め
て
の
仕
込
み
を
致

し
ま
し
た
。

昭
和
二
十
五
年
一
月
一
日

原
醤
油
有
限
会
社
を
設
立
、

代
表
取
締
役
は
原
　
安
平
で

す
。
以
後
、
昭
和
四
十
一
年

か
ら
原
　
テ
イ
、
昭
和
六
十

年
か
ら
原
　
信
行
が
就
任
し

て
現
在
に
至
り
ま
す
、
お
客

さ
ん
に
御
愛
顧
頂
き
社
歴
が

九
十
一
年
に
な
り
ま
す
。

社
員
、
従
業
員
合
わ
せ
て

六
人
の
家
族
主
体
の
会
社
で

す
。社

訓
は
「
優
無
備
有
」
で

す
。こ

れ
は
、
消
防
団
に
在
籍

中
に
消
防
本
部
に
か
け
ら
れ

て
い
た
も
の
で
す
。
と
か
く
、

ま
あ
い
い
か
、
と
考
え
ま
す

が
、
備
え
は
大
切
で
す
。

自
社
は
、
年
間
で
原
料
の

醸
造
用
脱
脂
加
工
大
豆
八
ト

ン
、
小
麦
八
ト
ン
、
食
塩
八

ト
ン
を
処
理
し
て
い
ま
す
、

そ
し
て
約
六
二
�
の
醤
油
を

生
産
し
て
い
ま
す
。

製
造
の
仕
事
内
容
を
お
話

い
た
し
ま
す
。

仕
込
み
（
原
料
を
処
理
し

て
諸
味
に
す
る
こ
と
）
の
時

期
は
一
月
後
半
か
ら
四
月

と
、
九
月
か
ら
十
一
月
の
間

に
し
ま
す
。
原
料
は
、
遺
伝

子
組
み
換
え
で
な
い
も
の
を

使
用
し
ま
す
。

ま
ず
、
小
麦
は
小
麦
炒
り

機
で
炒
り
（
四
〇
〇
�
の
小

麦
で
二
時
間
か
か
り
ま
す
）、

冷
え
た
ら
粉
砕
し
ま
す
、
小

麦
澱
粉
が
加
熱
に
よ
り
ア
ル

フ
ァ
ー
化
澱
粉
に
な
り
麹
菌

の
繁
殖
、
発
酵
に
適
す
る
為
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で
す
。

大
豆
は
回
転
蒸
煮
缶
で
加

圧
蒸
煮
し
て
大
豆
蛋
白
質
を

麹
菌
の
繁
殖
、
発
酵
に
適
す

る
よ
う
に
し
ま
す
。
小
麦
と

大
豆
に
種
麹
菌
を
混
ぜ
て
三

日
間
か
け
て
醤
油
麹
が
出
来

ま
す
。
麹
を
食
塩
水
（
二

一
％
）
に
混
ぜ
て
諸
味
に
な

り
ま
す
。
一
年
以
上
充
分
な

管
理
を
し
て
経
過
す
る
と
諸

味
が
熟
成
し
搾
っ
て
も
良
い

時
期
に
な
り
ま
す
。
適
宜
圧

搾
し
て

り
引
き
し
生
揚
げ

醤
油
を
貯
蔵
し
て
置
き
ま

す
。旨

み
の
あ
る
良
い
香
り
の

す
る
色
の
い
い
生
醤
油
が
で

き
ま
す
。
生
醤
油
を
プ
レ
ー

ト
ヒ
ー
タ
で
加
熱
殺
菌
調
整

し
そ
の
後
、
濾
過
し
て
醤
油

が
出
来
上
が
り
ま
す
。

大
豆
の
た
ん
ぱ
く
質
は
、

麹
菌
に
よ
っ
て
分
解
さ
れ
美

味
し
さ
の
元
に
な
る
ア
ミ
ノ

酸
に
な
り
ま
す
。

小
麦
の
澱
粉
は
、
ブ
ド
ウ

糖
に
変
わ
り
、
甘
味
と
コ
ク

が
生
ま
れ
、
そ
の
一
部
は
醤

油
の
香
り
を
高
め
ま
す
。

食
塩
は
、
麹
菌
な
ど
を
緩

や
か
に
働
か
せ
腐
敗
か
ら
守

り
ま
す
。

醤
油
諸
味
は
、
清
酒
の
米

の
澱
粉
が
麹
菌
、
酵
母
菌
の

発
酵
に
よ
り
ブ
ド
ウ
糖
か
ら

ア
ル
コ
ー
ル
に
な
る
単
行
発

酵
と
は
異
な
り
、
た
ん
ぱ
く

質
の
分
解
に
よ
る
ペ
プ
チ

ド
、
ア
ミ
ノ
酸
へ
の
発
酵
と

が
同
時
に
進
行
す
る
、
平
行

複
発
酵
の
形
態
を
と
る
た
め

長
期
間
の
酵
母
菌
、
乳
酸
菌

な
ど
に
よ
る
発
酵
、
熟
成
中

に
、
よ
り
複
雑
な
変
化
を
し

て
、
美
味
し
い
醤
油
に
な
り

ま
す
。

醤
油
は
い
つ
、
ど
こ
か
ら

来
た
の
か
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
。

・
七
〇
一
年（
飛
鳥
時
代
）

「
た
い
ほ
う
り
つ
り
ょ

う
」
と
い
う
法
律
の
中
に

し
ょ
う
ゆ
に
似
た
「
ひ
し

お
」
と
い
う
も
の
の
こ
と

が
書
か
れ
て
い
る
。

・
一
二
五
四
年（
鎌
倉
時
代
）

僧
覚
心
（
か
く
し
ん
）

が
中
国
か
ら
持
っ
て
帰
っ

た
味
噌
を
作
っ
て
い
る
う

ち
に
上
に
た
ま
っ
た
水
分

が
美
味
し
い
こ
と
が
わ

か
っ
て
た
ま
り
し
ょ
う
ゆ

が
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
。

・
一
五
九
七
年（
室
町
時
代
）

日
本
で
初
め
て
「
醤

油
」
と
い
う
文
字
が
辞
書

の
中
に
出
て
く
る
。

・
一
六
四
〇
年（
江
戸
時
代
）

こ
い
く
ち
醤
油
、
う
す

く
ち
醤
油
が
工
場
で
造
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
。

・
一
九
六
三
年（
昭
和
時
代
）

醤
油
の
輸
出
が
盛
ん
に

な
り
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
に

日
本
の
醤
油
工
場
が
で
き

る
。

と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で

大
変
古
く
か
ら
使
用
さ
れ
て

い
た
よ
う
で
す
。

醤
油
に
は
秘
め
ら
れ
た
さ

ま
ざ
ま
な
効
果
が
あ
り
ま

す
、
紹
介
い
た
し
ま
す
。

・
消
臭
効
果

生
臭
み
を
消
す
作
用
が

あ
り
ま
す

ア
ミ
ノ
酸
の
一
種
メ
チ

オ
ニ
ン
が
変
化
し
た
メ
チ
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オ
ノ
ー
ル
と
い
う
物
質
の

働
き
に
よ
る
効
果
で
す
。

・
加
熱
効
果

食
欲
を
そ
そ
る
色
と
香

り
を
出
す
効
果

醤
油
中
の
ア
ミ
ノ
酸

と
、
砂
糖
、
み
り
ん
な
ど

の
糖
分
が
、
加
熱
に
よ
り

ア
ミ
ノ
カ
ル
ボ
ニ
ル
反
応

を
起
こ
し
、
メ
ラ
ノ
イ
ジ

ン
と
言
う
芳
香
物
質
が
で

き
る
為
で
す
。
又
美
し
い

照
り
を
出
す
作
用
も
あ
り

ま
す
。

・
静
菌
（
殺
菌
）
効
果

日
持
ち
を
良
く
す
る
塩

分
と
酸

塩
分
と
有
機
酸
が
含
ま

れ
て
い
る
た
め
、
大
腸
菌

な
ど
の
増
殖
を
止
め
た

り
、
死
滅
さ
せ
る
効
果
が

あ
り
ま
す
。

・
対
比
効
果

甘
味
を
一
層
引
き
立
て

る
例
え
ば
、
甘
い
佃
煮
の

仕
上
げ
に
少
量
の
醤
油
を

加
え
る
と
、
甘
味
が
一
層

引
き
立
ち
ま
す
。
一
方
の

味
が
強
く
、
他
方
の
味
が

ご
く
わ
ず
か
な
場
合
、
主

体
の
味
が
よ
り
強
く
感
じ

ら
れ
る
、
こ
の
よ
う
な
効

果
を
対
比
効
果
と
言
い
ま

す
。

・
抑
制
効
果

塩
味
を
抑
え
和
ら
げ
る

漬
物
や
塩
鮭
な
ど
の
、

塩
辛
い
も
の
に
醤
油
を
た

ら
す
と
、
塩
辛
さ
が
抑
え

ら
れ
ま
す
。
醤
油
中
の
有

機
酸
類
に
、
塩
味
を
和
ら

げ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

混
ぜ
た
と
き
に
一
方
あ
る

い
は
両
方
の
味
が
弱
め
ら

れ
る
こ
と
を
抑
制
効
果
と

言
い
ま
す
。

・
相
乗
効
果

だ
し
と
働
き
合
っ
て
つ

く
る
深
い
旨
み

醤
油
中
の
グ
ル
タ
ミ
ン

酸
と
か
つ
お
節
の
中
の
イ

ノ
シ
ン
酸
が
働
き
合
う

と
、
深
い
旨
味
が
作
り
出

さ
れ
ま
す
。
混
ぜ
合
わ
せ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
両
方

の
味
が
共
に
非
常
に
つ
よ

め
ら
れ
る
こ
と
を
、
味
の

相
乗
効
果
と
呼
び
ま
す
。

そ
ば
つ
ゆ
や
天
つ
ゆ
な
ど

で
す
。

又
最
近
の
研
究
か
ら
、
体

に
良
い
働
き
を
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
成
分
が
、
醤
油
に
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

・
フ
ラ
ノ
ン
類
（
香
り
成

分
）

抗
酸
化
作
用
。
活
性
酸
素

抑
制
作
用
。
ガ
ン
抑
制
作

用
。
白
内
障
抑
制
作
用

・
メ
ラ
ノ
イ
ジ
ン
（
色
素
成

分
）

活
性
酸
素
抑
制
作
用
。
ニ

ト
ロ
ソ
ア
ミ
ン
生
成
抑
制

作
用
。
肝
ガ
ン
抑
制
作

用
。
血
圧
降
下
作
用
。
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
低
減
作

用
。
食
後
血
糖
値
上
昇
抑

制
作
用
。
糖
尿
病
予
防
・

改
善
作
用
。
ミ
ネ
ラ
ル
吸

収
促
進
作
用
。
便
秘
改
善

作
用
。
腸
内
環
境
改
善
作

用
。

・
ペ
ク
チ
ン
（
水
溶
性
食
物

繊
維
）

ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
改
善
作

用
。

・
シ
ョ
ウ
ユ
フ
ラ
ボ
ン
（
苦

味
成
分
）

抗
潰
瘍
作
用

・
β
ー
カ
ル
ボ
リ
ン
類
（
ア

ル
カ
ロ
イ
ド
）

血
栓
形
成
抑
制
作
用

・
ポ
リ
ア
ミ
ン
（
生
体
ア
ミ

ン
）

動
脈
硬
化
抑
制
作
用

・
ニ
コ
チ
ア
ナ
ミ
ン
（
ア
ミ

ノ
酸
）

血
圧
降
下
作
用

・
食
塩
・
Ｐ
Ｈ
・
ア
ル
コ
―

ル
な
ど
（
醤
油
成
分
）

各
種
病
原
菌
の
増
殖
抑
制

作
用

こ
の
よ
う
に
醤
油
は
秘
め

ら
れ
た
大
変
素
晴
ら
し
い
効

果
を
も
っ
て
い
ま
す
。

最
近
の
業
界
の
状
況
は
、
生

産
量
は
一
九
七
三
年
（
昭
和

四
十
八
年
）
一
二
九
万
�
を

最
高
に
減
少
し
、
二
〇
〇
二

年
（
平
成
十
四
年
）
に
一
〇

〇
万
�
を
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
主
な
要
因
と

し
て
次
の
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
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ま
す
。
家
庭
で
の
使
用
量
が

減
少
し
た
こ
と
。
海
外
工
場

で
の
生
産
が
急
増
し
た
こ

と
。
又
、
利
便
性
を
求
め

た
、
だ
し
醤
油
、
昆
布
し
ょ

う
ゆ
、
つ
ゆ
類
な
ど
醤
油
を

原
料
と
し
た
醤
油
加
工
品
が

開
発
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
、

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
な
ど
の
洋
風
調

味
料
の
使
用
量
増
加
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
地
方
で

は
少
子
高
齢
化
と
人
口
の
減

少
が
大
き
な
要
因
に
な
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

家
庭
で
の
消
費
量
は
昭
和

四
十
年
代
の
五
�
か
ら
平
成

十
年
代
の
二
�
台
ま
で
最
近

三
十
年
間
で
約
１
／
２
に
減

少
し
ま
し
た
。
業
務
用
の
使

用
量
が
増
加
し
て
醤
油
加
工

品
が
普
及
し
た
分
、
家
庭
で

料
理
、
調
理
を
す
る
機
会
が

少
な
く
な
っ
た
為
と
思
わ
れ

ま
す
。
又
、
規
模
別
の
出
荷

数
量
は
平
成
十
六
年
八
月
か

ら
平
成
十
七
年
七
月
の
一
年

間
で
九
四
三
、
〇
〇
〇
�
で

す
、
内
訳
は
大
手
五
社
が
四

七
七
、
〇
〇
〇
�
、
全
醸
協

三
十
社
二
五
三
、
〇
〇
〇
�

そ
の
他
二
一
三
、
〇
〇
〇
�

で
、
七
七
％
は
大
企
業
が
占

め
て
い
ま
す
。

昭
和
四
十
四
年
春
よ
り
醤

油
造
り
を
し
て
い
ま
す
が
業

界
は
ま
さ
に
変
動
の
な
か
に

あ
り
ま
す
。

消
費
の
低
迷
か
ら
醤
油
協

会
挙
げ
て
の
Ｐ
Ｒ
作
戦
を
展

開
し
て
い
ま
す
が
社
会
の
変

動
に
中
々
対
応
で
き
な
い
の

が
現
実
で
す
。
醤
油
は
Ｊ
Ａ

Ｓ
商
品
の
優
等
生
と
言
わ

れ
、
食
の
安
心
安
全
に
心
が

け
て
い
ま
す
。

弊
社
は
、
大
手
メ
ー
カ
ー

と
違
っ
た
地
方
色
豊
な
醤
油

造
り
を
心
が
け
て
い
ま
す
、

大
手
は
六
ヶ
月
で
醤
油
を

造
っ
て
い
ま
す
。
私
は
、
一

年
か
ら
一
年
半
か
け
て
充
分

な
管
理
を
し
て
麹
菌
、
乳
酸

菌
、
酵
母
菌
な
ど
に
醤
油
を

つ
く
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
、

お
刺
身
用
に
さ
い
し
込
み
醤

油
さ
し
み
、
本
格
嗜
好
の
濃

口
特
級
、
食
塩
分
一
三
％
の

う
ま
く
ち
、
色
の
う
す
い
淡

口
、
等
お
客
さ
ん
の
ニ
ー
ズ

に
あ
っ
た
商
品
の
提
供
に
心

が
け
て
い
ま
す
。
先
頃
、
波

根
旅
館
組
合
の
武
田
さ
ん
を

中
心
に
し
て
懐
か
し
い
、

「
へ
か
焼
き
鍋
」
が
復
活
し

ま
し
た
。
弊
社
は
専
用
の
醤

油
を
開
発
し
て
好
評
を
戴
い

て
い
ま
す
、
又
、
以
前
よ
り

Ｊ
Ａ
石
見
銀
山
様
と
協
力
し

て
地
元
産
種
無
し
柚
子
を
使

用
し
た
添
加
物
を
使
用
し
な

い
ポ
ン
酢
、
姫
酢
の
製
造
を

し
て
い
ま
す
。

今
春
二
月
二
十
二
日
美
郷

町
粕
淵
の
邑
智
小
学
校
の
四

年
生
二
十
一
名
が
大
豆
を
原

料
と
し
た
食
品
の
研
究
の
一

環
と
し
て
先
生
二
人
と
工
場

見
学
に
き
ま
し
た
、
約
二
時

間
の
見
学
で
大
豆
と
小
麦
と

食
塩
か
ら
醤
油
が
出
来
る
こ

と
を
確
認
し
、
麦
炒
機
、
蒸

煮
缶
、
麹
室
の
し
ょ
う
ゆ

麹
、
木
桶
の
中
の
も
ろ
み
等

を
見
学
、
圧
搾
機
か
ら
に
じ

み
出
て
い
る
搾
り
た
て
の
生

醤
油
を
な
め
て
、
美
味
し
い

と
い
っ
て
帰
り
、
早
速
学
校

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

地
域
の
皆
さ
ん
に
愛
さ

れ
、
育
て
ら
れ
九
十
年
、
近

頃
で
は
全
国
各
地
か
ら
の
御

注
文
も
頂
き
感
謝
し
て
い
ま

す
。
日
々
、
厳
し
い
経
営
環

境
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
今

後
と
も
お
客
様
に
喜
ば
れ
る

美
味
し
い
醤
油
つ
く
り
に
邁

進
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
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麹
室
の
見
学

木
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の
中
の
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っ
て
い
る

発
酵
タ
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諸
味
を
絞
る

濾
過
機
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填
中
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当
社
で
は
、
広

告
宣
伝
の
た
め
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
よ

う
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、

こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
製
作

を
業
者
に
委
託
し
た
場
合
に

要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
に
処
理
し
た
ら
よ

い
の
で
し
ょ
う
か
。

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
普
及

に
よ
り
、
多
く
の
企
業
が

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て

い
ま
す
。

こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
自

前
で
製
作
す
る
の
で
は
な
く

専
門
の
業
者
に
委
託
す
る
こ

と
も
多
い
よ
う
で
す
。

そ
の
場
合
の
製
作
費
用
の

税
務
上
の
取
扱
い
で
す
が
、

原
則
と
し
て
は
支
出
時
の
損

金
と
し
て
処
理
す
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。

次
の
�
ま
た
は
�
に
該
当

し
な
い
限
り
は
、
広
告
宣
伝

費
等
と
し
て
損
金
に
算
入
で

き
る
と
考
え
ま
す
。

�
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
使
用

期
間
が
一
年
を
超
え
る
場
合

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
製
作

費
用
の
支
出
効
果
は
そ
の
使

用
期
間
に
及
ぶ
こ
と
に
な
る

た
め
、
税
務
上
の
繰
延
資
産

に
該
当
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。
い
っ
た
ん
資
産
と
し
て

計
上
し
、
そ
の
費
用
の
支
出

の
効
果
の
及
ぶ
期
間
に
わ
た

り
、
均
等
償
却
を
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
般
的
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
は
、
会
社
の
最
新
の
情
報

案
内
や
新
製
品
の
紹
介
等
が

常
に
追
加
改
訂
さ
れ
て
い
く

こ
と
が
多
い
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設

後
一
年
以
上
に
わ
た
っ
て
内

【
解
答
】

【
問
】
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●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
制
作
費
の
取
扱
い
●

容
の
改
訂
を
し
な
い
会
社
も

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ

の
よ
う
に
明
ら
か
に
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
使
用
期
間
が
一

年
を
越
え
る
場
合
に
は
、
支

出
時
の
損
金
処
理
は
認
め
ら

れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

�
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
を
用
い
る
こ
と
に

よ
り
、デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
ア
ク
セ
ス
で
き

る
よ
う
な
仕
組
み
と
な
っ
て

い
る
場
合
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
は
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
と
一
体

の
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
は
、
書
店
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
て
、
本
の

予
約
や
注
文
を
し
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
予
約
や

注
文
が
で
き
る
と
い
う
こ
と

は
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
用
い

ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
製
作
費
用

は
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
取
得
価

額
と
な
り
、
減
価
償
却
資
産

（
無
形
固
定
資
産
）
と
し
て

五
年
間
で
均
等
償
却
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

●
私
有
車
の
借
上
制
度
に
つ
い
て
●

当
社
で
は
社
員

の
自
家
用
車
を
借

り
て
会
社
業
務
に
使
用
す
る

私
有
車
借
上
制
度
の
導
入
を

考
え
て
お
り
ま
す
が
な
に
か

税
務
上
の
注
意
点
が
あ
り
ま

す
で
し
ょ
う
か
。私

有
車
借
上

制
度
を
採
用
し

た
場
合
、
会
社
は
社
員
に
対

し
て
借
上
料
を
支
払
い
ま
す

が
、
こ
の
金
額
の
妥
当
性
等

に
つ
い
て
は
会
社
毎
に
算
定

方
法
も
違
う
で
し
ょ
う
か
ら

個
別
的
に
判
断
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

支
払
い
を
受
け
た
社
員
に

と
っ
て
は
資
産
の
賃
貸
に
よ

る
対
価
と
な
る
た
め
、
賃
貸

料
と
し
て
相
当
と
認
め
ら
れ

【
解
答
】

【
問
】

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
雑
所

得
と
し
て
、
確
定
申
告
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

も
し
、
借
上
げ
料
が
相
当

な
賃
貸
料
を
超
え
た
場
合
に

は
社
員
に
対
し
て
経
済
的
利

益
を
供
与
し
た
も
の
と
し
て

給
与
課
税
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も

出
て
き
ま
す
の
で
、
源
泉
徴

収
の
対
象
と
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
職
務
の
た
め
必
要

な
分
の
ガ
ソ
リ
ン
代
を
会
社

が
負
担
し
た
場
合
は
、
そ
の

額
が
合
理
的
に
作
成
さ
れ
た

旅
費
規
定
に
基
づ
く
実
費
精

算
等
で
あ
れ
ば
非
課
税
と
な

り
ま
す
。

但
し
、
社
員
の
駐
車
場
代

を
会
社
が
負
担
し
た
場
合
に

は
私
有
車
を
賃
貸
す
る
か
否

か
に
か
か
わ
ら
ず
所
有
者
で

あ
る
社
員
自
身
が
負
担
す
べ

き
も
の
で
あ
る
と
の
理
由
に

よ
り
給
与
所
得
と
し
て
課
税

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
文
責
　
編
集
部
）





第
四
十
二
回
会
員
親
睦

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

が
四
月
八
日
（
土
）
大
社
カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
於
い
て

参
加
者
三
十
一
名
、
九
組
の

参
加
の
も
と
、
賑
や
か
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
春
晴
れ
の
好
天

気
に
恵
ま
れ
、
的
場
法
人
会

会
長
挨
拶
の
後
、
国
引
き

コ
ー
ス
と
、
美
久
我

コ
ー
ス
に
分
か
れ
プ

レ
ー
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。春

晴
れ
の
も
と
、
い

つ
も
の
事
で
、
好
プ

レ
ー
珍
プ
レ
ー
、
ミ
ス

シ
ョ
ッ
ト
笑
顔
や
苦
渋

の
顔
が
続
出
し
、
法
人

会
大
会
な
ら
で
は
の
雰

囲
気
で
異
業
種
交
流
、

ま
た
老
、
壮
、
青
の
歓

談
の
場
と
し
て
の
会
員

親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
の
一

日
で
し
た
。

競
技
終
了
後
、
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス
二
階
に
お
い
て
、
懇
親

会
が
開
か
れ
、
当
日
の
成
績

表
を
見
せ
合
い
満
足
や
ら
と

楽
し
い
談
笑
の
内
で
の
成
績

発
表
、
表
彰
式
が
始
ま
っ

た
。優

　
勝
　
山

　

桝

蔵

準
優
勝
　
平

木

陽

三

三
　
位
　
谷

本

隆

臣

四
　
位
　
川

上

眞

次

五
　
位
　
柳

楽

幸

男

Ｂ
　
Ｇ
　
高

橋

陽

二

Ｂ
　
Ｂ
　
沖

　

和

真

そ
の
他
、
飛
び
賞
、
年
次

賞
、
Ｄ
Ｃ
賞
、
Ｎ
Ｐ
賞
な
ど

沢
山
の
賞
品
と
共
に
、
参
加

者
全
員
に
参
加
賞
が
渡
さ

れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
内

に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

来
た
る
、
十
一
月
に
開
催

さ
れ
る
第
四
十
三
回
大
会
に

は
、
多
く
の
会
員
の
方
々
の

ご
参
加
を
お
待
ち
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

尚
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
と
し
て

参
加
者
全
員
か
ら
貴
重
な
浄

財
三
万
一
千
円
を
寄
付
し
て

頂
き
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

山

　

桝

蔵

氏

第
四
十
二
回
法
人
会
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
、

キ
ャ
デ
ィ
ー
さ
ん
と
、
か
な

り
の
運
に
恵
ま
れ
、
心
地
よ

い
緊
張
感
の
中
、
自
己
最
高

の
ス
コ
ア
で
優
勝
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
大
変
嬉
し
く
思
っ

て
お
り
ま
す
。

今
後
の
法
人
会
コ
ン
ペ
も

パ
ー
ト
ナ
ー
、
天
気
、
時

期
、
ス
ポ
ン
サ
ー
、
今
回
の

よ
う
に
、
す
ば
ら
し
い
事
が

重
な
る
よ
う
、
又
法
人
会
事

業
が
ま
す
ま
す
発
展
し
ま
す

よ
う
祈
念
し
ま
す
。

次
回
の
大
会
も
是
非
参
加

い
た
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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解
答
は
二
十
八
頁

詰
碁
問
題

（
黒
先
コ
ウ
）

優
勝

山

桝

蔵
氏

社
団
法
人
石
見
大
田
法
人
会
主
催

会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

第42回 第42回 

優
勝
の
よ
ろ
こ
び

表
　
彰
　
式
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世
界
遺
産
登
録
ま
で
あ
と

一
年
を
切
っ
た
石
見
銀
山
遺

跡
は
、
登
録
に
向
け
て
準
備

が
進
め
ら
れ
る
い
る
と
こ
ろ

で
は
あ
り
ま
す
が
、
五
月
の

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
、
八

月
の
盆
連
休
に
は
多
く
の
観

光
客
も
押
し
寄
せ
、
駐
車
場

不
足
な
ど
深
刻
な
問
題
と

な
っ
て
お
り
、
ま
だ
ま
だ
観

光
イ
ン
フ
ラ
の
面
で
は
受
け

入
れ
体
制
作
り
も
遅
れ
気
味

に
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。当

法
人
会
も
、
か
ね
て
よ

り
地
域
社
会
貢
献
活
動
の
一

環
と
し
て
、
石
見
銀
山
公
園

清
掃
活
動
・
観
光
客
向
け

傘
／
傘
立
て
の
寄
贈
等
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
の

地
域
社
会
貢
献
活
動
で
は
大

田
市
の
玄
関
窓
口
と
な
る
Ｊ

Ｒ
大
田
市
駅
構
内
に
観
光
案

内
板
を
設
置
し
ま
し
た
。
引

き
続
き
温
泉
津
駅
、
仁
万
駅

に
も
設
置
し
て
い
く
予
定
で

す
。

地
域
社
会
貢
献
活
動 

大
田
市
駅
構
内
に
観
光
案
内
板
を
設
置 

アドレス　http://www.iwamiohda.jp/

石
見
大
田
法
人
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
。 

開
設
し
た
も
の
の
、
ま
だ
ま
だ
不
十
分
な
点
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

税
に
関
す
る
情
報
、
世
界
遺
産
目
前
と
な
っ
た
石
見
銀
山
遺
跡
に
関
す
る

情
報
等
、
今
後
内
容
の
充
実
に
努
め
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

ＪＲ大田市駅２番ホームに設置された観光案内看板



世
界
遺
産
に
登
録
す
る
た

め
の
登
録
推
薦
書
が
平
成
十

七
年
十
二
月
に
正
式
に
提
出

さ
れ
、
今
年
一
月
四
日
に
受

理
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
秋
に
予
定
さ
れ
て
い

るIC
O

M
O

S

（
国
際
記
念

物
遺
跡
会
議：

世
界
遺
産
／

文
化
遺
産
の
専
門
機
関
）
の

審
査
を
経
て
、
平
成
十
九
年

六
月
二
十
三
日
か
ら
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ク
ラ
イ
ス
ト

チ
ャ
ー
チ
で
予
定
さ
れ
て
い

る
ユ
ネ
ス
コ
の
第
三
十
一
回

世
界
遺
産
委
員
会
で
登
録
の

可
否
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

（
こ
れ
ま
で
日
本
が
推
薦
し

た
世
界
遺
産
候
補
は
全
て
登

録
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
〇

〇
％
登
録
と
決
ま
っ
て
い
る

わ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら

予
定
さ
れ
る
現
地
審
査
の
結

果
を
ふ
ま
え
て
国
際
会
議
で
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� � 

一
、
世
界
遺
産
の
推
薦
書
が
提
出
、受
理

決
定
す
る
事
に
な
り
ま
す
。）

今
年
七
月
に
リ
ト
ア
ニ
ア

で
開
か
れ
た
世
界
遺
産
委
員

会
で
は
産
業
に
関
す
る
遺
産

と
し
て
メ
キ
シ
コ
の
「
テ

キ
ー
ラ
の
製
造
工
場
及
び
農

場
」、
イ
ギ
リ
ス
の
銅
と
す

ず
の
町
「
コ
ー
ン
ウ
ォ
ル
」、

チ
リ
の
銅
鉱
山
の
町
「
ス
ー

ウ
ェ
ル
」
の
三
カ
所
が
世
界

遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

二
、
石
見
銀
山
遺
跡
の
拠
点
施
設

石
見
銀
山
遺
跡
の
調
査
研

究
を
継
続
す
る
と
共
に
、
適

切
に
紹
介
し
、
理
解
し
て
い

た
だ
く
た
め
の
調
査
研
究
と

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
、
ガ
イ

ダ
ン
ス
施
設
を
併
設
し
た
施

設
を
石
見
銀
山
遺
跡
の
「
拠

点
施
設
」
と
位
置
づ
け
、
平

成
十
二
年
に
整
備
基
本
構
想

を
策
定
し
て
以
来
、
そ
の
準

備
検
討
が
な
さ
れ
て
き
ま
し

た
。世

界
遺
産
の
推
薦
書
や
保

存
管
理
計
画
に
お
い
て
も
、

そ
の
設
置
を
前
提
と
し
て
お

り
、
昨
年
春
に
、
島
根
県
か

ら
大
き
な
支
援
を
得
て
、
大

田
市
が
拠
点
施
設
を
建
設
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

拠
点
施
設
は
、
文
化
庁
の

補
助
事
業
で
あ
る
「
史
跡
等

総
合
整
備
活
用
事
業
」
に
よ

り
、
国
の
補
助
金
も
導
入
し

て
世
界
遺
産
に
相
応
し
い
施

設
と
す
べ
く
、
こ
れ
ま
で
立

地
や
要
件
に
つ
き
ま
し
て
検

討
し
、
地
元
の
方
々
や
市
議

会
、
石
見
銀
山
協
働
会
議
の

皆
さ
ん
に
も
、
そ
の
あ
り
か

た
に
つ
い
て
熱
心
に
ご
議
論

頂
き
、
貴
重
な
ご
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

世
界
遺
産
と
し
て
未
来
に

石
見
銀
山
遺
跡
を
引
き
継
い

で
い
く
た
め
に
は
、
ま
ず
推

薦
書
に
も
記
載
し
て
あ
る
景

観
や
住
民
生
活
な
ど
、
そ
の

価
値
を
最
大
限
損
な
わ
な
い

よ
う
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ

う
と
考
え
、
ま
た
適
切
な
保



存
管
理
や
調
査
研
究
が
継
続

で
き
る
こ
と
を
最
重
点
に
検

討
し
、
さ
ら
に
鉱
山
跡
で
あ

る
仙
ノ
山
全
体
や
、
ひ
い
て

は
温
泉
津
、
仁
摩
な
ど
広
域

に
わ
た
る
遺
跡
全
体
に
つ
い

て�
　
訪
れ
る
方
々
に
適
切
な

見
学
ル
ー
ト
を
示
す
こ
と

が
で
き
、

�
　
遠
す
ぎ
ず
、
近
す
ぎ

ず
、
か
つ
住
民
生
活
へ
の

影
響
を
最
小
限
と
し
、

�
　
世
界
遺
産
の
登
録
時
期

に
な
る
べ
く
近
く
、
で
き

れ
ば
一
部
で
も
供
用
で
き

る
こ
と
を
目
指
し
、

�
　
文
化
庁
の
補
助
事
業
の

要
件
も
満
た
す
こ
と
に

よ
っ
て
、

�
　
市
や
県
の
財
政
負
担
も

少
な
く
て
済
む

こ
と
を
総
合
的
に
考
え
、

ふ
れ
あ
い
の
森
公
園
が
適
地

と
の
結
論
に
達
し
、
さ
る
六

月
の
大
田
市
議
会
で
総
額
十

一
億
円
余
の
建
設
予
算
も
認

め
ら
れ
て
、
建
設
着
工
に
向
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三
、
遺
跡
の
整
備
に
つ
い
て

け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。特

に
建
設
経
費
に
つ
い
て

は
国
、
県
の
補
助
や
特
別
支

援
に
よ
り
、
市
と
し
て
は
用

地
を
提
供
す
る
の
み
の
負
担

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
施
設

完
成
後
の
運
営
に
つ
い
て
も

県
市
で
人
員
、
費
用
を
分
担

し
て
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

今
後
、
具
体
的
な
姿
や
機

能
な
ど
に
つ
い
て
も
専
門
家

や
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を

い
た
だ
き
な
が
ら
来
年
夏
の

部
分
供
用
を
目
指
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

銀
山
柵
内
、
銀
山
柵
外

（
街
道
、
山
城
、
港
と
港
町
）

と
い
っ
た
地
区
別
に
整
備
方

針
を
定
め
、
現
状
保
存
、
修

理
修
復
、
表
示
整
備
、
復
元

整
備
、
露
出
展
示
と
い
っ
た

手
法
に
よ
り
、
整
備
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

こ
う
し
た
整
備
や
保
存
修

理
に
つ
い
て
も
拠
点
施
設
と

同
様
に
、
平
成
十
八
年
度
か

ら
の
文
化
庁
補
助
事
業
「
史

跡
等
総
合
整
備
活
用
事
業
」

と
し
て
補
助
採
択
さ
れ
た
も

の
を
中
心
と
し
て
、
事
業
を

五
年
間
の
継
続
事
業
と
し
て

実
施
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、

特
に
石
見
銀
山
遺
跡
で
最
も

有
名
で
、
大
き
な
坑
道
で
あ

る
大
久
保
間
歩
の
整
備
に
着

手
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。他

に
も
間
歩
（
坑
道
）
の

安
全
対
策
や
指
定
文
化
財
の

保
存
修
理
、
大
森
と
温
泉
津

の
二
つ
の
町
並
み
保
存
地
区

の
建
物
の
修
理
や
修
景
も
進

め
ら
れ
ま
す
し
、
大
森
で
は

電
線
類
の
地
中
化
な
ど
や
上

水
道
の
整
備
な
ど
も
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
温
泉
津
で
は

数
年
の
間
に
下
水
道
の
整
備

が
進
む
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

整備を予定している大久保間歩（坑口付近）



見
銀
山
行
動
計
画
」
の
項
目

に
つ
い
て
現
状
と
こ
れ
か
ら

の
方
向
性
が
示
さ
れ
ま
し

た
。行

動
計
画
が
ま
と
ま
っ
て

以
降
、
具
体
的
な
事
柄
に
つ

い
て
は
現
在
幾
つ
か
の
グ

ル
ー
プ
が
結
成
さ
れ
、「
ク

リ
ー
ン
銀
山
」
や
「
地
域
の

ブ
ラ
ン
ド
化
」
な
ど
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

地
元
で
は
ま
ず
大
森
町
で

受
入
に
関
連
す
る
交
通
規
制

や
交
通
実
験
が
五
月
の
連
休

か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

い
っ
ぽ
う
、
こ
う
し
た
活

動
の
中
で
も
最
も
持
続
的
に

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
遺
跡
の
保
全
活
動
を
中
心

と
し
た
民
間
活
動
の
た
め
に

基
金
づ
く
り
も
必
要
で
あ

り
、
現
在
具
体
的
な
検
討
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
こ
う
し
た
整
備

も
国
の
補
助
事
業
や
地
元
に

住
ん
で
い
る
皆
さ
ん
の
理
解

と
協
力
は
不
可
欠
で
あ
り
、

説
明
会
や
意
見
交
換
会
を
重

ね
て
い
く
予
定
で
す
。
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四
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

石
見
銀
山
遺
跡
の
世
界
遺

産
と
し
て
の
価
値
や
今
後
の

保
存
管
理
を
進
め
て
い
く
た

め
に
島
根
県
教
育
委
員
会
を

中
心
に
主
催
し
て
国
際
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
続
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

今
年
は
五
月
二
十
八
日
に

あ
す
て
ら
す
で
開
催
さ
れ
、

イ
ギ
リ
ス
、
ブ
レ
ナ
ヴ
ォ
ン

の
鉄
と
石
炭
の
産
業
遺
産
の

町
の
事
例
を
ジ
ョ
ン
・
ロ

ジ
ャ
ー
氏
（
ブ
レ
ナ
ボ
ン
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
）
に
よ
り
「
ブ
レ
ナ
ボ

ン
産
業
景
観
の
普
遍
的
価
値

と
保
存
活
用
」
と
し
て
、
ド

イ
ツ
の
世
界
遺
産
の
銀
鉱
山

の
事
例
を
ラ
ン
メ
ル
ス
ベ
ル

ク
博
物
館
学
芸
員
の
デ
ッ
ト

メ
ル
氏
に
よ
り
「
ラ
ン
メ
ル

ス
ベ
ル
ク
鉱
山
の
普
遍
的
価

値
と
保
存
活
用
」
と
し
て
、

ま
た
石
見
銀
山
遺
跡
が
持
つ

文
化
的
景
観
の
価
値
も
含
め

て
、
筑
波
大
学
助
教
授
の
黒

田
乃
生
氏
に
よ
り
「
文
化
的

景
観
の
評
価
と
保
全
に
つ
い

て
」、
石
見
銀
山
の
事
例
は

大
田
市
石
見
銀
山
課
の
大
國

晴
雄
が
「
石
見
銀
山
遺
跡
の

文
化
的
景
観
」
と
し
て
発
表

し
、
そ
れ
を
基
に
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
石
見
銀
山
遺
跡
の
文

化
的
景
観
の
保
存
と
活
用
〜

石
見
銀
山
遺
跡
の
未
来
を
考

え
る
〜
」（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
　
稲
葉
信
子
氏：

東
京

文
化
財
研
究
所
室
長
）
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

現
地
視
察
で
は
石
見
銀
山

の
優
れ
た
遺
跡
景
観
と
町
並

み
に
高
い
評
価
が
な
さ
れ
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
報
告
で
は

イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
の
世
界

遺
産
と
し
て
保
存
管
理
と
活

用
に
関
す
る
先
駆
的
な
取
り

組
み
が
紹
介
さ
れ
、
石
見
銀

山
遺
跡
の
未
来
を
考
え
る
ヒ

ン
ト
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

五
、
協
働
会
議

平
成
十
七
年
六
月
に
民
間

有
志
と
県
・
市
行
政
職
員
約

二
百
名
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

が
発
足
し
、
九
ヶ
月
に
わ
た

る
分
科
会
討
議
を
経
て
、
今

年
三
月
に
石
見
銀
山
行
動
計

画
が
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

分
科
会
で
は
「
守
る
・
受

入
・
発
信
・
活
用
」
の
４
分

野
に
わ
た
る
グ
ル
ー
プ
討
議

が
重
ね
ら
れ
、
基
本
理
念
と

し
て石

見
銀
山
の
価
値
を
大
切

に
し
て
ほ
し
い
と
単
に
言
う

だ
け
で
な
く
、
価
値
が
何
か

理
解
で
き
て
は
じ
め
て
、
人

は
そ
れ
を
大
切
に
し
よ
う
と

い
う
意
識
が
生
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
価
値
を
他
の
人

に
伝
え
る
こ
と
で
、
そ
の
意

識
が
広
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

理
解
し
た
価
値
を
守
る
た

め
に
、
自
ら
参
加
し
、
行
動

を
積
み
重
ね
て
い
く
と
と
も

に
、
さ
ら
に
そ
の
価
値
を
継

続
、
育
成
さ
せ
て
い
く
よ
う

な
し
く
み
を
工
夫
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

価
値
を
守
り
、
育
む
と
い

う
延
長
で
、
石
見
銀
山
の
活

用
は
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ

り
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
価

値
が
高
ま
り
、
そ
れ
は
、
さ

ら
な
る
価
値
の
理
解
と
発
信

に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

の
３
つ
の
柱
が
立
て
ら

れ
、
具
体
的
に
は
表
１
「
石

三
、石
見
銀
山
の
価
値

を
活
か
し
、
高
め

る
。

二
、石
見
銀
山
の
価
値

を
守
り
、
育
む
。

一
、石
見
銀
山
の
価
値

を
理
解
し
、
伝
え

る
。
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Ⅰ 石見銀山を守る（保存管理）

Ⅱ 石見銀山を究める（調査研究）

Ⅲ 石見銀山を伝える（情報発信） １ ブランドイメージの構築
２ 情報発信拠点の整備
３ ＰＲ活動の推進
４ 教育・普及活動の推進

Ⅳ 石見銀山に招く（受入） １ ガイダンス機能の充実
２ 来訪者の誘導
３ ガイド体制の充実整備
４ アクセスルートの整備
５ ホスピタリティの醸成
６ 安全対策の充実

Ⅴ 石見銀山を活かす（活用） １ 石見銀山ツーリズムの推進
２ 石見銀山マーケティングの推進
３ 伝統文化の振興
４ 空家活用の推進

１ 基本的な保存管理の徹底
２ 石見銀山ルールの確立
３ 維持・保全活動の拡充
４ 保存管理基金の設置・運営

１ 基礎的調査研究の実施
２ テーマ別調査研究の実施
３ 調査研究の総合調整機能の充実

拠出 諮問 助言・勧告 

大 田 市  

基 金 拠 出  

審 査 機 関  

助 成 先 選 考  

基 金 管 理 団 体  
基 金 管 理 運 用  

石 見 銀 山 基 金  

助成 申請 寄付 

個 人・企 業  保 全 実 施 団 体  

表１「石見銀山行動計画」の項目

「行動計画」にある基金の考え方



法人会のご案内 

めざします。企業の繁栄と社会への貢献 法人会 

よき経営者をめざすものの団体 
…それが法人会です。 
よき経営者をめざす約110万社の 
会員組織です。 
　正しい税知識を身につけたい。もっと積極的な経営をめざしたい。
社会のお役に立ちたい。そんな経営者の皆さんを支援する全国組織、
それが法人会です。 
　現在、約110万社の会員企業、41都道県に442の会を擁する団体
として、大きく発展しています。 
　あなたに近く、社会と広く。新しい時代の経営者のために、さまざ
まな活動を展開する法人会。 
　税のオピニオンリーダーとしての活動はもとより、会員の研さんを支援する各種の研修会、また、地域振興や
ボランティアなど地域に密着した活動を積極的に行っています。 
　健全な納税者の団体、よき経営者をめざすものの団体…これが法人会です。 

さまざまな業種の人との出会いは新しい仕事のつながりをうみだします。 
　各地の法人会の研修会や、いろいろな催しに出席するうちに、自ずとさまざまな業種の経営者と知りあえます。
自分とは違う分野で活躍される方との交流。それは、新たな事業展開のヒントを得る絶好のチャンスと言えるでしょ
う。また、新しい仕事のつながりができ、繁栄のキッカケがつかめます。さらに積極的な情報交換を通して、お互
いに経営感覚を磨き、視野を広めることができます。 

公平で健全な税制の実現のため経営者の声を国へアピールしています。 
　高齢化、国際化が進む今後の経済社会を見据え、また会員の意見・要望を反映しながら、税のあるべき姿を検
討し、税制改正に関する提言を取りまとめています。その提言は、政府や国会への働きかけを通じて、いままでに
も大きな成果をあげています。 

地域社会のお役に立っています。 
ボランティアや地域振興などに取り組み、 
会員企業の社会貢献活動を支援しています。 
　近年は、企業も地域社会の一員として、その維持・発展に進んで貢献すべき時代を迎えています。 
　法人会では、企業のこれらの活動を支援しながら、環境美化などのボランティア、地域振興のための政策提言
など多様な社会貢献活動に取り組んでいます。 
　会員企業の連携した活動によって、地域社会に広く貢献し、同時に企業も発展することをめざしています。 

青年・女性の活力が新たな活動をうみだしています。 
　社会や企業における青年・女性の役割はますます大きなものとなっています。法人会では、
青年部会・女性部会を設けて多彩な行事を開催しています。また、その活力が租税教育を
始めとする地域社会貢献活動における原動力となっています。 

税の啓発活動を行っています。 
　税の大切さを理解してもらうため、若者向けのマンガ本を作成・配布しています。
また、一般の方を対象に税の啓発・租税教育活動を実施しており、大きな反響を呼
んでいます。 
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アフラック（アメリカンファミリー生命保険会社）島根支社 
〒690-0003 島根県松江市朝日町498-6 松江駅前第一生命ビルディング5F

法人会フリーダイヤル 0120-876-505
石見大田法人会 0854-82-0765
代理店 （有）チェスト 0854-82-2226 松栄（株）0854-82-6730 
 　大塚美佐子 0855-65-2138
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こ
こ
数
年
、
大
田
市
に
お

い
て
も
、
石
見
銀
山
遺
跡
の

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
た

様
々
な
会
議
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
数
人

の
講
師
が
意
見
を
発
表
し
て

討
論
し
た
り
、
聴
衆
の
質
問

に
答
え
た
り
す
る
場
を
指
し

ま
す
が
、
そ
の
語
源
と
な
る

ギ
リ
シ
ャ
語
の
「
シ
ン
ポ
ジ

オ
ン
」
は
、
現
代
の
意
味
と

は
相
当
違
っ
て
い
た
よ
う
で

す
。シ

ン
ポ
ジ
オ
ン
は
「
と
も

に
飲
む
こ
と
」
を
意
味
し
、

酒
宴
、
供
宴
の
際
に
楽
し
く

座
談
す
る
こ
と
だ
っ
た
の
で

す
。
「
昨
日
は
、
お
酒
が

入
っ
て
思
わ
ず
盛
り
上
が
っ

ち
ゃ
っ
た
よ
」
な
ど
の
よ
う

に
、
飲
ん
だ
り
食
べ
た
り
す

る
の
が
主
で
、
討
論
は
あ
く

ま
で
従
だ
っ
た
わ
け
で
す
。

も
し
現
在
の
「
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
が
こ
の
よ
う
な
酒
宴

の
形
態
で
行
わ
れ
る
と
、
法

人
税
法
で
は
、
そ

の
費
用
は
交
際
費

に
該
当
し
ま
す
。

交
際
費
は
、
損

金
に
な
る
限
度
額

が
決
ま
っ
て
お

り
、
そ
れ
を
超
え

た
部
分
の
金
額
に

は
法
人
税
が
課
税

さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

飲
ま
な
い
と
言

え
な
い
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ

う
が
、
や
は
り
、
会
議
と
酒

席
は
き
ち
ん
と
分
け
た
方
が

い
い
よ
う
で
す
ね
。

な
お
、
平
成
十
八
年
度
税

制
改
正
に
よ
り
交
際
費
課
税

が
軽
減
さ
れ
て
い
ま
す
。
改

正
の
概
要
に
つ
い
て
は
六
Ｐ

の
『
税
制
改
正
』
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】

厳
し
い
暑
さ
が
続
い
た
夏

で
し
た
。
七
月
の
豪
雨
に
よ

る
各
地
の
被
害
に
比
べ
こ
の

地
域
は
比
較
的
被
害
が
少
な

く
思
え
た
の
は
三
瓶
ダ
ム
の

お
陰
か
と
も
思
え
ま
す
。
経

済
の
厳
し
さ
は
都
市
に
お
け

る
好
景
気
と
は
ほ
ど
遠
く
都

市
間
格
差
の
底
辺
に
あ
る
こ

の
地
方
に
は
好
景
気
感
の
微

風
さ
え
感
じ
ら
れ
な
い
ま
ま

金
利
の
引
き
上
げ
に
よ
る
圧

迫
が
先
に
押
し
寄
せ
て
来
そ

う
で
す
。
熱
気
溢
れ
る
甲
子

園
の
好
試
合
は
一
瞬
現
実
の

厳
し
さ
か
ら
目
を
逸
ら
さ
せ

気
力
溢
れ
る
プ
レ
ー
は
多
く

の
方
々
に
勇
気
を
与
え
て
く

れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
天

領
第
四
十
八
号
の
発
行
に
当

た
り
編
集
会
議
に
お
い
て
全

国
的
に
サ
イ
ズ
を
Ａ
４
に
統

一
す
る
よ
う
要
請
が
あ
り
ま

し
た
が
前
渡
辺
委
員
長
の
意

思
を
継
ぎ
石
見
銀
山
世
界
遺

産
登
録
と
五
十
号
の
記
念
号

か
ら
と
さ
せ
て
頂
く
事
と
致

し
ま
し
た
。
最
後
に
天
領
発

行
に
当
た
り
石
見
大
田
税
務

署
、
大
田
市
石
見
銀
山
課
の

投
稿
頂
き
ま
し
た
方
々
を
は

じ
め
、
お
世
話
を
頂
き
ま
し

た
方
々
に
感
謝
を
申
し
上
げ

編
集
後
記
と
致
し
ま
す
。

（
記
　
齋
藤
）

編
集
後
記

1

a

b

c

a

b

2c 3

詰碁解答
頑丈に見える白が黒１でぐらつく。白２に

黒３でコウ。黒３の前にａ、白ｂを換わると
白ｃで失敗する。



平
成
19
年
7
月
、

石
見
銀
山
遺
跡
の

世
界
遺
産
登
録
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

社
団
法
人
　
石
見
大
田
法
人
会




